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教育学部　学部基幹科目（2019~2021年度第1学年次入学者適用）
1 2 3 4

学校や病院等、教育支

援、臨床心理学的援助

が要請される領域の諸

問題に積極的に取り組

み、問題解決する実行

力を身につけている

教育学あるいは臨床心

理学に関わる研究の基

礎的方法論を修得する

とともに、大学院進学

希望にも対応できる十

分な資質・能力を身に

つけている

教育学や臨床心理学に

関わる基礎的な知識・

技能および応用力を有

し、さらに、それらの

領域で情報通信技術を

活用できる技能を身に

つけている

人間を理解する心を涵

養し、社会的な常識を

有し、社会の幅広い年

齢層の人たちと協働で

きる人間関係能力を身

につけている

教育原論 1 ◎ ○

教育という営みは歴史や社会の変遷のなかで生成され、今も

未来に向かって変化し続けています。バックミラーを見なく

ては自動車を安全に運転できないのと同じように、未来に向

かって教育を考えるには過去を振り返ることが有益です。こ

の授業では、歴史のなかで現れてきた教育に関するさまざま

な思想をとおして現代の教育を構成している基本的な概念に

ついて学びます。

しかし、過去の思想を個別に知識として学ぶのでは、それを

現実の行動に活かすすべについて考えるのは難しいでしょ

う。そこでこの授業では、私たちが教育について陥りがちな

思考のワナを10に絞り、そこから教育の歴史のなかでどのよ

うな考察がなされたのかを学び、現代教育の基本的な概念に

つながっていることについて考えます。

広く深く学ぶため、テキストブックを指定し授業時間外の学

修を確保し、授業では事前の学修を前提に講義を行うほか、

映像の視聴やグループディスカッションを取り入れます。

到達目標１に関しては、基礎的な事項を確実に修得するとい

う観点から第7回と第14回の授業で振り返りのテストを実

施・解説します。到達目標２、３に関しては、第15回の授業

で行う振り返りのディスカッションをもとにレポートを作成

してもらいます。

教育相談の理論及び方法 3 ◎ ○ ○

学校で行われる教育相談の意義を理解し、具体的な進め方が

習得できるよう、幼児、児童及び生徒の発達を理解した上

で、支援をするために必要な基礎的知識の習得を目指す。具

体的には、①全幼児、児童及び生徒を対象とした日常的な学

校教育場面での教育相談のあり方について理解を深め、実施

できること、②課題を抱えた幼児、児童及び生徒を理解し支

援する姿勢を養うこと、③保護者や学校以外の専門機関との

連携の必要性を理解し連携できることの3つの力を習得する

を中心に授業を行う。そのために、グループでの発表や討議

を通して考察を深めたり、カウンセリングの技法やアセスメ

ントを学んだりといった体験を取り入れ、実践力を養う。

教育相談の理論及び方法（中・高） 3 ◎ ○ ○

学校で行われる教育相談の意義を理解し、具体的な進め方が

習得できるよう、生徒の発達を理解した上で、支援をするた

めに必要な基礎的知識の習得を目指す。具体的には、①全生

徒を対象とした日常的な学校教育場面での教育相談のあり方

について理解を深め、実施できること、②課題を抱えた生徒

を理解し支援する姿勢を養うこと、③保護者や学校以外の専

門機関との連携の必要性を理解し連携できることの3つの力

を習得するを中心に授業を行う。そのために、グループでの

発表や討議を通して考察を深めたり、カウンセリングの技法

やアセスメントを学んだりといった体験を取り入れ、実践力

を養う。

特別な教育的ニーズの理解とその支援 3 ◎ ○ ○

通常の学級にも在籍している様々な障害等により特別の支援

を必要とする幼児、児童及び生徒の学習上・生活上の困難さ

を理解し、個別の教育的ニーズに対応していくために必要な

知識や指導方法を学ぶ。

特別な教育的ニーズの理解とその支援（中・高） 3 ◎ ○ ○

通常の学級にも在籍している様々な障害等により特別の支援

を必要とする生徒の学習上・生活上の困難さを理解し、個別

の教育的ニーズに対応していくために必要な知識や指導方法

を学ぶ。
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教育学科　専門科目（2019~2021年度第1学年次入学者適用）
1 2 3 4 5 6

子どもの内面を深く理

解し、その成長に寄り

添い、自立させていく

ことのできる能力を身

につけている

教育学に関わる理論的

知識と学習指導に関わ

る実践的知識を有し、

教育・保育現場での問

題の解決に取り組むこ

とができる

教育職の重要性を自覚

し、学校教員として自

律でき、範を垂れる人

間性を有している

社会的な常識や幅広い

年齢層の人たちとのコ

ミュニケーション能力

を有し、諸問題に忍耐

強く取り組むことがで

きる

教育・保育現場をはじ

めチーム学校の一員と

して、他者と協働しな

がら業務を円滑に遂行

することのできる能力

を身につけている

教育学研究の基礎的方

法論を会得し、学んだ

知識を集大成して卒業

論文にまとめる能力、

また大学院進学希望者

においては、より質の

高い研究を遂行するた

めの能力を身につけて

いる

入門ゼミ 1 ◎ ○

前半は合宿型ゼミの中で、教師の資質・責任、教員という職

業の業務内容、やりがい・魅力を、現在学校現場で活躍して

いる卒業生を交えて、意見交換し教職に対する自身の考えを

認識する。また、高校とは異なる「大学での学び方」を学

ぶ。合宿型により、同期の学生間の仲間意識および連携感を

醸成する。後半では、複数の教員による講義を中心に、大学

生として重要となる基礎知識や論理的な考え方、社会的な常

識等に関して学ぶ。

教育学基礎演習１ 3 ◎ ◎ ○
1年生での教育に関する学習を踏まえ，教育学に関する基礎

的な内容について，少人数で，学習を深めていく

教育学基礎演習２ 4 ◎ ◎ ○

専門的学習への礎となる教育に関する学習を深めていく。そ

の際，少人数での主体的・対話的で深い学びとなるように授

業を展開する

教育心理学 1 ◎ ○ 　 　

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程について、

心理学の理論に基づいて認識を深める。また、具体的な保

育・学校教育場面を想定しながら、子どもの主体的な活動を

支援する保育者・教師の役割を明らかにしていく。

教育心理学２ 2 ◎ ○ 　 　

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程について、

心理学の理論に基づいて認識を深める。また、具体的な保

育・学校教育場面を想定しながら、子どもの主体的な活動を

支援する保育者・教師の役割を明らかにしていく。

教育社会学 1 ◎ ○ ○

高度に大衆化した現代の学校教育は，表面上は教育の機会を

拡大し，社会の平等化を推進したが，その反面で，さまざま

な「ひずみ」や教育病理も生み出し、学級経営の課題となっ

ていることが少なくない。

本講では，こうした現代の学校の諸相とそれを取りまく社会

に視点を求め，その相互メカニズムを社会学的に明らかにし

ていくことを目的とする。その際にキーワードとなるのは，

「いじめ」「学力低下」「国際化」「教育改革」「若年就労

問題」などである。

教育社会学２ 2 ◎ ○ ○

高度に大衆化した現代の学校教育は，表面上は教育の機会を

拡大し，社会の平等化を推進したが，その反面で，さまざま

な「ひずみ」や教育病理も生み出し、学級経営の課題となっ

ていることが少なくない。

本講では，こうした現代の学校の諸相とそれを取りまく社会

に視点を求め，その相互メカニズムを社会学的に明らかにし

ていくことを目的とする。その際にキーワードとなるのは，

「いじめ」「学力低下」「国際化」「教育改革」「若年就労

問題」などである。

教育哲学 2 ◎ ◎

教育は現在と未来の人生にとって不可欠な営みですが、では

なぜ過去の思想を参照する必要があるのでしょう。「木を見

て森を見ず」という言葉がありますが、教育は眼前の課題で

あり、それに対応しようとするあまり、全体的・総合的にと

らえられなくなってしまうことが少なくありません。この意

味で、過去の思想は、少し距離をとりながら現実の思想を見

つめるための止まり木として有効なのです。また、深く広く

物事を考えた思想家の歩みについて理解を深めることは、知

識基盤社会においてもっとも重要な能力とされるリテラシー

を高めるためにも有効です。

この授業では、広く深く学ぶため、テキストブックを指定し

て授業時間外の学修を確保し、授業では事前の学修を前提に

講義を行うほか、映像の視聴も取り入れます。第13回の授業

で小論文の作成を行い、第15回の授業でフィードバックを行

います。

教育史 1 ◎ ◎

教育にかかわる思想や制度がどのように変遷してきたか、日

本と西洋を比較しながら歴史的に考察する。授業は日本教育

史を中心に置き、明治維新後の教育の近代化、1945年敗戦後

の教育改革を2つの柱として進め、教育史上の特徴的な人

物・機関・法令等に関する思想や理念に関する基礎的な用語

を習得する。現代の教育のあり方に関心を持ち、その問題点

について考察する力を身に付ける。

教育人間学 3 ○ ◎
現代的課題に直面する教育とこれらを構成する人間につい

て，教育学の観点から学ぶ

教育行政学 1 ◎ ○

法律などの形で示された理念や教育政策をいかに効果的に実

現していくのか。それを考え、具体化していくのが教育行政

の役割である。近年、教育行政・制度は大きく変化してい

る。授業ではまず、これまでの改革の経緯も踏まえて、現在

どういった形で教育行政・制度が成立しているか、その全体

像を広く理解することを目指す。そのうえで、現状の制度の

課題を踏まえ、より効果的な行政・制度のあり方について考

える。

教育行政学２ 2 ◎ ○

教育行政学で学習した学校における制度的・行政的事項につ

いてさらに議論を深める。特に、「チームとしての学校」答

申に注目し、今後の学校に期待される多職種連携・地域との

協働に関して、現在どのような制度的・社会的状況にあるか

を把握したうえで、今後の行政・制度のあり方について議論

を行う。

履

修

開

始

ｾ

ﾒ

ｽ

ﾀ

ｰ

科目概要
区

分
科目名

学

科

基

礎

2



1 2 3 4 5 6

子どもの内面を深く理

解し、その成長に寄り

添い、自立させていく

ことのできる能力を身

につけている

教育学に関わる理論的

知識と学習指導に関わ

る実践的知識を有し、

教育・保育現場での問

題の解決に取り組むこ

とができる

教育職の重要性を自覚

し、学校教員として自

律でき、範を垂れる人

間性を有している

社会的な常識や幅広い

年齢層の人たちとのコ

ミュニケーション能力

を有し、諸問題に忍耐

強く取り組むことがで

きる

教育・保育現場をはじ

めチーム学校の一員と

して、他者と協働しな

がら業務を円滑に遂行

することのできる能力

を身につけている

教育学研究の基礎的方

法論を会得し、学んだ

知識を集大成して卒業

論文にまとめる能力、

また大学院進学希望者

においては、より質の

高い研究を遂行するた

めの能力を身につけて

いる
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科目名

臨床教育学 3 ○ ◎

近年、わが国の人文・社会科学の分野では、「臨床の知」あ

るいは「フィールドワークの知」に対する関心が急速に高

まっている。それは教育界とて例外ではない。個人が抱える

問題を、個人が生活する場との関係で把握しなおし、家族や

学校の他のメンバーに働きかけて問題の解決を図ろうとする

「関係論」的、あるいは「システム論」的な見方が注目され

るようになってきている。

学校臨床教育学では、子どもと教師の人間関係や子どもと親

の人間関係、子どもと社会との関係などの視点から彼らの成

長の道筋をたどり、今、学校で起こっている事象についてど

のような解釈が成り立ち、その背景となる臨床事例にどのよ

うにアプローチしていけばよいのか考える道筋をたてること

ができるようになることを目的とする。

学校経営論 3 ◎ ○
現代に教育課題を踏まえ，学校経営についての概説，事例を

通して総合的に学ぶ

学級経営論 3 ◎ ○
現代に教育課題を踏まえ，学級経営についての概説，事例を

通して総合的に学ぶ

発達心理学 3 ◎ ○

幼児、児童及び生徒の心身の発達の過程について、心理学の

理論に基づいて認識を深める。また、具体的な保育・学校教

育場面を想定しながら、子どもの主体的な活動を支援する保

育者・教師の役割を明らかにしていく。

比較教育学 3 ◎ ○

私たちは日本の教育制度のなかで、小学校から大学まで教育

を受けてきたものが大多数である。日本の教育の当事者とし

て私たちは日本の教育をよく知っていると思いがちである

が、外国の教育のさまざまな側面と日本を比較することに

よって、日本の教育の新たな特徴や、これまで気づかなかっ

た特異性を自覚することがある。本講義では、毎回教育の異

なるトピックを取り上げ、それについて比較教育学の最新の

知識を提供することによって、受講生は世界の主要な国々の

教育の最新の動向や課題を知り、それぞれの国の教育の持つ

特徴や独自性、固有の風土、地域連携や学校安全への取り組

みなどを理解するとともに、自分なりの新たな日本の教育の

位置づけについて考察する。

教育法規 3 ◎ ○

 学校教育は、公教育として国の法令や自治体の条例・規則で

運営されている。このことを踏まえ、教員が行う日々の教育

活動が法的根拠に基づき、法的な裏付けのもとに行われてい

る事を確かめる。また、コンプライアンス(法令遵守)の視点

から、教員としてとらねばならない行動や対応を、具体的な

事例を通して考える。

教育評価論 3 ◎ ○

今日ほど、教師の評価力の必要性が高まっているときはな

い。そこで本科目では、教育評価に関する基本的な考え方と

ともに、授業に生きるスキルを身につけることを目指す。

教育評価論（中・高） 3 ◎ ○

今日ほど、教師の評価力の必要性が高まっているときはな

い。そこで本科目では、教育評価に関する基本的な考え方と

ともに、授業に生きるスキルを身につけることを目指す。

幼児教育・保育職入門 1 ○ ◎ ○ ○

【教員免許】

教師・保育者になることを志望する学生に、学校・園におけ

る教師・保育者の仕事の実際を歴史的に具体的に示しつつ、

「教える」「保育する」という行為を成り立たせるために必

要な教師・保育者の能力について考察する。併せて幼小連

携・幼保連携の観点から、教育・保育の専門職として教育の

制度について理解し、教師・保育者に求められる知識・資

質・専門性・連携等について考える。

【保育士】

保育者の仕事の実際を示しつつ、必要な知識・技術の概況を

把握する。併せて幼小・幼保連携の観点から、教育・保育の

制度について理解し、保育者に求められる知識・資質・専門

性・連携等について考える。

学校教育職入門 1 ◎

今日の学校に見られる教科指導・生徒指導上の諸課題や中央

教育審議会など各種の審議会答申で求めている教師の仕事と

役割，及び教師として理解しておきたい教育法規等につい

て，テキスト・配布資料をもとに，講義を主とした授業を考

えている。

障害教育総論 3 ◎ ○

 障害のある子どもの教育の変遷と特別支援教育の理念や概要

を知るとともに、取り巻く情勢や今日的課題等について学

ぶ。

教育学演習１ 5 ○ ◎ ◎ ◎

教育学研究を推敲していくための基盤を養う。先行研究をは

じめとした文献の調査・発表・討議を中心に行い，教育学研

究の基礎的・基本的な知識と技能を身につけ、自らの研究の

方向性を模索する。個別研究や集団討論を重ねることで多様

な考え方に触れ自身の研究能力の向上につなげる。

教育学演習２ 6 ○ ◎ ◎ ◎

教育学演習1を踏まえ，卒業研究を進める上で必要となって

くる基礎的な知識・技能を身につけ，思考力・判断力・表現

力を養う。研究テーマに近い研究論文を例として、目的と方

法を理解し、データの収集、データの分析、結果のまとめ、

考察までの一連の流れを追試する。個別研究や集団討論を重

ねるとともに、教育・保育の研究基礎力を身につける。
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卒業論文演習１ 7 ◎ ◎

卒業論文を進めるにあたって，研究テーマの設定，研究計画

の作成，文献調査・収集，実験等の方法，調査・分析方法な

ど，研究の進め方とその実践について学ぶ。具体的には，先

行研究の調査，目次（章節立て）の素案作成，実態調査，教

材開発，授業分析，データの収集・分析を行っていく。

卒業論文演習２ 8 ◎ ◎

卒業論文演習１で実施した研究を進め，得られた結果を図表

で表示し、発表・討議を通して研究成果を卒業論文としてま

とめる。ゼミ活動での研究討議を行い，研究の集大成として

卒業論文の執筆を行う。加えて抄録の作成や研究発表の方法

についても学びます。

卒業論文 8 ◎ ◎

４年間の大学での学びの集大成としての卒業論文を執筆・提

出する。卒業論文は，教育学に関する諸科目の学修と教育実

習など実施を踏まえ，教育学基礎演習1,2，卒業論文演習1,2

で培った研究能力をもとに，自らの研究テーマに沿った必要

な研究指導を受けた上で提出される。研究内容に関する試問

を受け適切に回答を示すことが求められる。

人権(同和)教育 3 ◎ ○

差別の不当性はあたりまえのこととして誰もが主張するもの

の、現実には部落差別、民族差別や人種差別、障害のあるな

し、性差など様々な差別が存在する(2016年度は「障がい者

差別解消法（障害を理由とする差別の解消の推進に関する法

律）」「ヘイトスピーチ規制法（本邦外出身者に対する不当

な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律）「部

落差別解消法（部落差別の解消の推進に関する法律」が成

立・施行）。また「差別問題などへのイメージは真っ黒では

ないもののグレーである」という意見に代表されるように差

別問題や人権問題に対して「漠然としたマイナスイメージ」

を持つ人は決して少なくないと思われる。以上から『部落問

題や人権問題との距離の認識やイメージの転換』を講義の

テーマとしつつ、部落問題をとおして差別問題の根本を追求

する。

ICTの活用及び教育 3 ◎ ○

学校教育でICTを活用するためには情報機器、ソフトウェア

が使えることはもちろんのこと、実際の授業の中で実践でき

る必要がある。本授業ではICT活用教育の現状を理解すると

共に、主要な情報機器、ソフトウェアの利用技術、および実

際の活用事例、活用する際の利点と配意点について学習す

る。

授業では、学生が有する情報機器を用いたリアルタイム質疑

応答システム、eラーニングシステムを併用する。

ICTの活用及び教育（中・高） 3 ◎ ○

学校教育でICTを活用するためには情報機器、ソフトウェア

が使えることはもちろんのこと、実際の授業の中で実践でき

る必要がある。本授業ではICT活用教育の現状を理解すると

共に、主要な情報機器、ソフトウェアの利用技術、および実

際の活用事例、活用する際の利点と配意点について学習す

る。

授業では、学生が有する情報機器を用いたリアルタイム質疑

応答システム、eラーニングシステムを併用する。

保育の内容及び方法 3 ◎ ◎ ○

「幼稚園教育要領」を通して保育内容を理解するとともに、

「領域」(健康・人間関係・環境・言葉・表現)の有機的関連

について理解を深める。また、保育内容の歴史的変遷につい

て考察し、平成３０年版「幼稚園教育要領」「保育所保育指

針」「認定こども園教育・保育要領」の共通性についても考

察する。さらに、倉橋惣三の保育を通してより保育内容・方

法の理解を深め、「環境を通しての保育」を基本に、養護と

教育が一体的に展開することを、具体的な指導技術に繋げて

学習する。

幼児教育・保育課程論 2 ○ ◎ ○

教育課程・保育課程、指導計画、保育の展開、評価、記録の

方法などの意義や特徴について実践的な観点から理解する。

実践されている教育課程・保育課程、指導計画をもとに幼児

の発達に応じたカリキュラムの編成、指導計画の作成につい

て学ぶことを通し、体系的指導力の育成を図る。

幼児理解及び保育相談 3 ○ ◎ ○

子どもの発達過程や幼児理解の方法に関する理論・方法を踏

まえた上で、幼児教育場面における問題の捉え方や保育相談

の意義・方法について探究する。また、基本的生活習慣・社

会性・発達障害などに関わる具体的な問題を取り上げて考察

し、育児にかかわる保護者支援のあり方について理解を深め

る。実践力を身につけるため、ロールプレイや討議等を多く

取り入れる。

幼児と健康 1 ◎ ◎

運動あそびを通して、「健康」について具体的に学習する。

そのための保育者の環境構成、援助について考え、その在り

方と共に体感し合いましょう。

保育者として、実践を行う上での資質を高めることに役立つ

ように展開します。

受講生に対しては、知識の伝承ではなく、対話を繰り返しな

がら「健康」について一緒に考えましょう。

テキストの予習や、配付資料の復習を行ない、受け身ではな

く常に「問い」と「自分なりの考え」を持ち、積極的に参加

してください。
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幼児と人間関係 1 ◎ ◎ ○

現代の幼児の人間関係の育ちに影響を与えている社会的要因

について理解し、幼児教育で保障すべき教育内容に関する知

識を身に付ける。特に、領域「人間関係」の指導の基盤とな

る基礎理論として、関係発達論的視点について学び、他者や

集団との関係の中で幼児期の人と関わる力が育つことを理解

する。

幼児と環境 1 ◎ ◎

幼稚園教育要領の領域「環境」について，ねらいと内容を理

解し，実践的指導力につながる専門性を学習する。

自然環境を活かした実践方法や、環境構成の実践方法ににつ

ながる専門性を学習する。

テキスト，視聴覚教材を中心とした講義、グループ討議、模

擬実践，レポート作成等を通して，専門的知識を身につけ

る。

幼児と言葉 1 ◎ ◎ ○

幼稚園教育において育みたい３つの資質・能力（「知識及び

技能の基礎」、「思考力、判断力、表現力等の基礎」、「学

びに向かう力、人間性等」）や、「幼児期の終わりまでに

育って欲しい姿」を理解した上で、幼稚園教育要領に示され

た領域「言葉」のねらい及び内容についての理解を深める。

さらに、幼児の発達に即して、主体的・対話的で深い学びの

過程を踏まえ、領域「言葉」のねらい達成に繋がるような指

導場面を想定した保育の構想ができる力を身に付ける。

幼児と表現（造形） 1 ◎ ◎

幼稚園教育要領に示された幼児の造形表現に関する目標や内

容を理解し、造形表現題材開発をする中で、具体的な指導場

面を想定して保育を構想する方法を身に付ける。

幼児と表現（音楽） 1 ◎ ◎
音楽の仕組み（理論）や幼児の音楽的特徴を理解し、保育に

必要な歌唱技術を学ぶ。

保育内容の理論と方法「健康」 3 ◎ ◎ ○

幼児期の心身の発達過程を捉え、その発達を支える為に必要

な保育者の援助について学び実践できる力を養いあおう。具

体的に運動機能の発達と幼児期にふさわしい運動あそびを通

して、「健康」に関する基本的生活習慣、安全に係る自覚の

ための指導、それらに伴い必要とされる保護者との連携など

保育者の役割について考察する。

保育内容の理論と方法「人間関係」 3 ◎ ◎ ○

幼稚園教育要領に示された領域「人間関係」のねらい及び内

容について、幼児の姿と保育の実践を関連させて理解を深め

る。また、幼児の発達にふさわしい主体的・対話的で深い学

びを実現する保育を具体的に構想し、実践する方法を身に付

ける。

保育内容の理論と方法「環境」 3 ◎ ◎ ○

幼稚園教育要領の領域「環境」について，ねらいと内容を理

解し，その指導法を習得する。

乳幼児の発達・成長に人的環境や物的環境，自然環境や社会

環境が重要な役割を果たしていることを理解し，自然環境を

活かした実践方法や、環境構成の考え方や実践方法について

学ぶ。

テキスト，視聴覚教材を中心とした講義、グループ討議、模

擬保育指導，レポート作成等を通して，実践的指導力を身に

つける。

保育内容の理論と方法「言葉」 3 ◎ ◎ ○

言葉を育む児童文化財とは何かを理解し、児童文化財の精神

(こころ)と技術の習得のためにさまざまな文化財を提示す

る。創作においては、小グループを作りできる限り多くの文

化財を創作し、模擬保育をすることで、その技術を練磨す

る。なお、語りについては、全ての文化財の基礎として、物

語を一つ自分のものにし発表を課す。

保育内容の理論と方法「造形表現」 3 ◎ ◎ ○

乳幼児における表現活動の大切さと、こどもの発達過程を基

盤とした造形的な表現の特徴を理解する学習をします。実際

に材料・用具、手法をもとに「えがく」「つくる」「造形あ

そび」の題材を通じて、手の動きによる描写や造形、描画材

の特徴の理解及び表現技法の習得と活用、素材を用いた立体

物や玩具等の製作体験を交えながら、実践での造形教育活動

を行うにあたり、環境構成を踏まえた指導計画案の作成や、

援助のあり方についての知識を関連づけながら学習を深めま

す。

保育内容の理論と方法「音楽表現」 3 ◎ ◎ ○

幼稚園教育要領及び保育所保育指針における領域「表現」の

基本理念をふまえ、表現領域に示すねらいの趣旨に基づき、

幼児の音楽表現指導を行う上で必要となる基礎的かつ実践的

な内容を学ぶ。

学校教育課程論 3 ◎ ○

日々の教育実践のフレームワークである教育課程についての

主な論点を知り、基礎的知識を身に付けることを目的とす

る。

学校教育課程論（中・高） 3 ◎ ○

日々の中等学校における教育実践のフレームワークである教

育課程についての主な論点を知り、基礎的知識を身に付ける

ことを目的とする。

教育方法学 3 ◎ ○

求められる児童・生徒の資質・能力について理解し、これら

を育成するための教育の方法と技術を学ぶ。知識の理解と定

着、知識を応用した発展的な学習を図る授業方法、主体的な

学習づくりのために知的好奇心を引き出す授業づくり、課題

発見解決学習の学習プロセスを実践するための、児童・生徒

の発達の段階に応じた教育方法や柔軟な教育方法を学ぶ。授

業では講義の後、毎回グループごとの意見交換を設け、毎回

出される課題について意見交換する。

また、情報機器を用いたリアルタイムの質疑応答システム、

eラーニングシステムの併用および、電子黒板を用いた授業

を行う。
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教育方法学２ 4 ◎ ○

世界的に求められる児童生徒の資質・能力を育成するための

教育の方法と技術を学ぶ。知識の理解、定着、応用した発展

的な教育方法と技術、主体的な学習能力を育成する教育方法

と技術、児童生徒の発達の段階に応じた教育方法や柔軟な教

育方法を学ぶ。授業は講義＋グループディスカッションで構

成し、授業で出される課題についてグループで意見交換し、

提出する。

また、学生が有する情報機器を用いたリアルタイムの質疑応

答システム、eラーニングシステムの併用および、電子黒板

を用いた授業を行う。

教育方法学（中・高） 3 ◎ ○

求められる生徒の資質・能力について理解し、これらを育成

するための教育の方法と技術を学ぶ。知識の理解と定着、知

識を応用した発展的な学習を図る授業方法、主体的な学習づ

くりのために知的好奇心を引き出す授業づくり、課題発見解

決学習の学習プロセスを実践するための、生徒の発達の段階

に応じた教育方法や柔軟な教育方法を学ぶ。授業では講義と

演習を組み合わせる。演習では講義内容に基づく課題をチー

ムに別れ解決する。

また、チーム学習を導入する。eラーニングシステムを用い

て授業外時間もチームで課題解決型の学習を行う。

教育方法学２（中・高） 4 ◎ ○

世界的に求められる中等教育段階での生徒の資質・能力を育

成するための教育の方法と技術を学ぶ。知識の理解、定着、

応用した発展的な教育方法と技術、主体的な学習能力を育成

する教育方法と技術、生徒の発達の段階に応じた教育方法や

柔軟な教育方法を学ぶ。授業は講義＋グループディスカッ

ションで構成し、授業で出される課題についてグループで意

見交換し、提出する。

また、学生が有する情報機器を用いたリアルタイムの質疑応

答システム、eラーニングシステムの併用および、電子黒板

を用いた授業を行う。

生徒指導・進路指導の理論及び方法 2 ○ ◎ ◎

今日の学校が抱える諸問題と生徒指導・進路指導への視点を

理解する。

学校教育では、教科指導と同等に教科外指導（生徒指導や進

路指導）のもつ比重は大きい。この教科外指導を適切に行う

ためには、学校で起こっている様々な問題や、児童・生徒の

変化を現象的に分析し、理解し対処することが求められる。

本講義では、教師として教科外指導にどのような「教育観」

を持つべきなのかという理論に発して、様々な学校病理現象

をどのように理解して実践的に把握していきたい。特に学校

病理現象の１つとしていじめの問題を取り上げ、現代を象徴

する「ネットいじめ」といった喫緊の課題についても論じて

みたい。

進路指導のテーマの中には、近年問題視されているフリー

ターやニート問題も取り上げ、学校から社会へのトランジ

ションという視点からキャリア教育の必要性について言及し

たい。

生徒指導・進路指導の理論及び方法（中・高） 2 ○ ◎ ◎

今日の学校が抱える諸問題と生徒指導・進路指導への視点を

理解する。

学校教育では、教科指導と同等に教科外指導（生徒指導や進

路指導）のもつ比重は大きい。この教科外指導を適切に行う

ためには、学校で起こっている様々な問題や、児童・生徒の

変化を現象的に分析し、理解し対処することが求められる。

本講義では、教師として教科外指導にどのような「教育観」

を持つべきなのかという理論に発して、様々な学校病理現象

をどのように理解して実践的に把握していきたい。特に学校

病理現象の１つとしていじめの問題を取り上げ、現代を象徴

する「ネットいじめ」といった喫緊の課題についても論じて

みたい。

進路指導のテーマの中には、近年問題視されているフリー

ターやニート問題も取り上げ、学校から社会へのトランジ

ションという視点からキャリア教育の必要性について言及し

たい。

特別活動の指導法 3 ◎ ○

特別活動は、教育課程の一領域として重要な意味を持ち、家

庭や地域社会との連携も視野に入れつつ、各学校で創意工夫

を発揮して取り組まれるものである。本講義では、現代の家

庭や地域社会の特質、個人と集団のとらえ方等の理解を踏ま

えながら、学級活動、生徒会活動、学校行事といった特別活

動の主領域について考察していく。また、必要に応じて実践

事例を取り上げながら、特別活動の目標を達成するための具

体的な方法や技術についても考察していく。

特別活動の指導法（中・高） 3 ◎ ○

特別活動は、教育課程の一領域として重要な意味を持ち、家

庭や地域社会との連携も視野に入れつつ、各学校で創意工夫

を発揮して取り組まれるものである。本講義では、現代の家

庭や地域社会の特質、個人と集団のとらえ方等の理解を踏ま

えながら、学級活動、生徒会活動、学校行事といった特別活

動の主領域について考察していく。また、必要に応じて実践

事例を取り上げながら、特別活動の目標を達成するための具

体的な方法や技術についても考察していく。
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道徳の理論及び指導法 3 ◎ ○

「特別の教科　道徳」(道徳科)が目指すものは、学校教育全

体を通じて行う道徳教育の目標と同様に、自立した人間とし

て他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養う

ことである。このような学習指導要領に対応して、道徳科を

指導する教員としての力量をつけることを中心に、道徳教育

の概要から道徳科の授業の内容や方法までを理解し、模擬授

業を行うことによって道徳教育の指導力の基礎を培う。

道徳の理論及び指導法（中） 3 ◎ ○

「特別の教科　道徳」(道徳科)が目指すものは、学校教育全

体を通じて行う道徳教育の目標と同様に、自立した人間とし

て他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養う

ことである。このような学習指導要領に対応して、道徳科を

指導する教員としての力量をつけることを中心に、道徳教育

の概要から道徳科の授業の内容や方法までを理解し、模擬授

業を行うことによって道徳教育の指導力の基礎を培う。

総合的な学習の時間の指導法 3 ○ ◎

総合的な学習の時間の導入背景、意義と教育課程での位置づ

けを学ぶ。総合的な学習の真の効果を上げるために、学校内

横断的なカリキュラムマネジメントに基づく年間指導計画、

単元計画の作成が重要となる、その作成の考え方と実際の作

成法を学ぶとともに、教科学習からより深い探求的な学びを

行う学習過程と学習行動の指導法および評価法を学ぶ。さら

に、小学校での総合的な学習事例から、実践に応用できる知

識・技能を学ぶ。

総合的な学習の時間の指導法（中・高） 3 ○ ◎

総合的な学習の時間の導入背景、意義と教育課程での位置づ

けを学ぶ。総合的な学習の真の効果を上げるために、学校内

横断的なカリキュラムマネジメントに基づく年間指導計画、

単元計画の作成が重要となる、その作成の考え方と実際の作

成法を学ぶとともに、教科学習からより深い探求的な学びを

行う学習過程と学習行動の指導法および評価法を学ぶ。さら

に、中・高等学校での総合的な学習事例から、実践に応用で

きる知識・技能を学ぶ。

国際理解教育演習 3 ○ ◎

小学校課程における英語の教科化に対応できる教員を目指

し，小学校英語の教授法とその実践について学ぶ．ハワイ大

学教育学部と連携した，ハワイ大学マノア校（ホノルル）に

おいて開催される，英語を母語としない子どもに対する英語

の教授法に特化した短期海外研修プログラムに参加する．英

語教育実践のはじめの一歩と位置付ける事後発表を行い，参

加学生間での議論を深めながら，英語の教授法について省察

する．

研修やハワイ大学教育学部の学生達との交流を通じて，英語

を学ぶ/教える楽しみ，国際感覚，国際社会の多様性を体得す

ることも目的としている．

初等教育内容国語 1 ◎

本授業では大きく以下の2点の内容を扱う。

○小学校における国語科の教材分析や授業実践に必要な「話

す聞く」「書く読む」などの言語運用力及び言語感覚

○小学校における国語科の教材分析や授業実践に必要な「言

葉の特徴や使い方」，「情報の扱い方」，　「我が国の言語

文化」に関する背景的な知識や技能

これらについての理解を深めるために、実際の教科書教材な

どを取り上げながら講義を行う。受講者の主体的な学び合い

活動を重視しつつ、授業をデザインしていく。

初等教育内容社会 1 ◎

「小学校社会科ってどのように教えればよいのか？」という

問いについて考える。前半は、小学校教師としての役割や仕

事内容等について自己の経験や提示した資料を手がかりに

「社会科の教師」としてのイメージを明らかにしていく。後

半は、学習指導要領及び解説編・教科書を読み解きながら小

学校社会科の目標や内容、教材開発の方法等「どのように展

開するのか？」について小集団での討論や演習を中心に理解

を深めていく学習を展開する。本講義を通じて小学校社会科

教育概論及び教科内容研究を学習の対象とする。

初等教育内容算数 1 ◎

算数教育を行うにあたっては，単に解法を教えたり，記憶・

習熟を繰り返したりするだけでは十分ではない。算数を教育

する意義と目的を明確にして，数学的な見方・考え方の育成

を重視した授業を設計していく必要がある。そこで，算数の

数学的背景となる内容を取り上げることを通して，授業実践

への基礎を築く。

初等教育内容理科 1 ◎

小学校理科を指導するのに必要な，観察・実験を重点に授業

を行い，観察・実験の技能を習得し，教育実践現場で自信を

もって授業実施できるスキルを養成するための授業を主体に

進める。

初等教育内容生活 1 ◎

生活科の授業形態を講義に取り入れ、生活科の目標・内容に

関する理解を教材に直接的にかかわることを通して深め、授

業実践に必要な知識・技術・指導力・教材開発力、さらに児

童理解力を学ぶ。

初等教育内容音楽 1 ◎

小学校学習指導要領音楽編における教育内容、とりわけ各学

年の「共通事項」の基本理念をふまえ、小学校音楽科授業を

行う上で必要となる音楽能力の基礎を培う。音楽用語や楽典

の理論を、演奏や表現に結びつけることができる等、主とし

て教師としての音楽能力・表現能力の向上につとめる。
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初等教育内容図画工作 1 ◎

小学校図画工作科の目標や内容について、具体的な題材を通

して理解し、授業実践に向けての基礎的な能力を身につけ

る。　学習指導要領図画工作科の目標にある「感性を働かせ

ながら、つくりだす喜びを味わう」ということを大切にし

て、どのようにすれば、「感性を働かせながら、つくりだす

喜びを味わう」授業は可能なのか。実際の小学校の題材にふ

れ、制作する中で、指導内容や指導方法についての理解を深

める。

初等教育内容家庭 1 ◎

家庭科では社会や時代の変化、児童の実態に合わせた適切な

指導が求められる。そのために、基礎的・基本的な知識を身

につけるとともに、広い視野から幅広く内容を理解出来るよ

うに学習する。本講義では、生活者の視点から今日の生活問

題の状況を捉えて、家族の生活や衣食住、消費と環境に関連

する学習で知識を深める。さらに習得した知識やスキルを活

用して課題に取り組む。

初等教育内容体育 1 ◎
小学校体育科の授業の進め方，考え方について，実際の運動

活動や講義を通して学習する。

初等教育内容外国語 1 ◎

小学校で英語を教えるのに必要な英語力はどのようなもので

あるかを、ICT教材などを通し体験的に学ぶ。また実際の英

語力向上につなげるためのワークショップを行う。

初等国語教育法 3 ◎ ◎

小学校における国語科教育の目標及び内容について理解する

とともに、児童の学習の実態や様々な指導方法に基づいた授

業づくりの方法を身に付ける。

初等社会教育法 3 ◎ ◎

　講義や具体的な授業事例の分析・開発を通して、「小学校

社会科学習指導のあり方」や「学習指導案の意義と様式」に

ついて理解を深める。最終的には各自で学年と単元を設定

し、学習指導案の作成をする。本授業は、構成主義・協働学

習論に基づいて運営することとする。

初等算数教育法 3 ◎ ◎

算数教育に対する数学的背景・理論・指導法等の理解及び，

それらを活かした教材研究を行えるようになるための基礎的

知識と基本的技能及びその考え方について考察する。

初等理科教育法 3 ◎ ◎

小学校理科教育の理論と実践について授業を進めます。A区

分：物質・エネルギー（エネルギー，粒子），B区分：生

命・地球の観察や実験の授業を取り上げ，授業づくりの視点

や方法について学んでいきます。安全な観察・実験の方法を

学びつつ，学習指導案を作成し模擬授業を実施していきま

す。

初等生活教育法 3 ◎ ◎

小学校学習指導要領解説生活編(H29.6)より、目標と内容の構

造を理解し、それに基づき２単元（学校と友達になろう・け

ん玉を作って遊ぼう）について情報機器の活用を生かした体

験的な教材研究と具体的な学習指導案を作成し、模擬授業等

を通して互いに評価し合って修正し、よりよい学習指導案へ

と高める意欲と立案力を身につける。

初等音楽教育法 3 ◎ ◎

本講義は、学習指導要領をめぐって、音楽科授業づくりの基

礎理論、歌唱、器楽、音楽づくり、鑑賞、特別支援教育と音

楽科（音楽療法）、学級経営と音楽科、といったテーマを中

心に授業を展開する。このテーマに基づき、模擬授業や学習

指導案作成を通して音楽科授業づくりの力量を高める。

初等図画工作教育法 3 ◎ ◎

学習指導要領に示された図画工作科の目標や内容を理解し、

学習指導案を作成し、模擬授業をする中で、具体的な授業場

面を想定した授業設計の力を身に付ける。第1~2回において

図画工作科の目標や内容や授業設計の在り方について学び、

第3~8回において、題材開発、教材研究、演習等を通し図画

工作科の内容・領域の理解を深める。第9~12回において、グ

ループで共通題材を選定し、演習を通しながら各自学習指導

案を作成する。第13~15回において、各グループの代表１名

が、書き上げた学習指導案をもとに模擬授業を行い、全員で

事後研究会をする中で、授業設計の力を身に付けることを目

指す。

初等家庭教育法 3 ◎ ◎

家庭科教育の変遷と学ぶ意義を理解し、小学校学習指導要領

の家庭科における目標及び内容を把握する。さらに家庭科の

背景となる家政学等との関係や家庭科を指導する知識と技術

について学び、中学校の技術・家庭科の内容と双方向の見通

しを持って、小学校家庭科の指導者として授業場面を想定し

た授業を構成し指導案を作成し評価する実践力を養う。

初等体育教育法 3 ◎ ◎

小学校体育科の特質と目標、学習指導要領の変遷、内容と指

導方法についての知識を習得する。小学校体育授業で学習す

る基本的・基礎的学習内容（体つくり運動、器械運動、陸上

運動、水泳運動、ボール運動、表現運動、保健）を理解する

ことで教師として自己成長するための方法を探究する。学習

指導案作成の留意点や体育科評価の視点について学び、模擬

授業等を通して指導のポイントを習得する。

初等外国語教育法 3 ◎ ◎
小学校で外国語を教えるのに必要な理論的知識を、ワーク

ショップや模擬授業を通し具体的、実践的に学ぶ。

中等教科教育法社会１ 3 ◎ ◎

前半では、社会科教育・中学校社会科の本質と学習指導要領

の性格について理解を深める。

後半では、平成29年版学習指導要領社会科の「目標」「内

容」「内容の取扱い」に基づき教材研究と板書計画作成を行

う。
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中等教科教育法社会２ 4 ◎ ◎

「中等教科教育法社会１」の学習内容に基づき、

前半では、平成29年版学習指導要領社会科の「目標」「内

容」「内容の取扱い」に基づき、授業設計と学習指導案の作

成を行う。

後半では、模擬授業実施と授業省察を通し、社会科教育の本

質と学習指導要領における社会科の性格についてさらに理解

を深める。

中等教科教育法社会３ 3 ◎ ◎

「中等教科教育法社会１」「中等教科教育法社会２」の学習

内容をさらに深化し、地理的分野・歴史的分野・公民的分野

のそれぞれにおいて、学習指導要領の「内容」に基づく教科

内容研究を行う。

中等教科教育法社会４ 4 ◎ ◎

「中等教科教育法社会１」「中等教科教育法社会２」「中等

教科教育法社会３」の学習内容の総括である。具体的には、

地理的分野・歴史的分野・公民的分野のそれぞれにおいて、

学習指導案を作成し模擬授業を行う。そしてその事実を省察

することにより、中学校社会科学習指導のあり方について考

えを深める。

中等教科教育法数学１ 3 ◎ ◎

中学校・高等学校における生徒の学力が課題となっており，

生徒の実態に応じた授業運営ができる資質が教員に求められ

ている。そこで，数学教育の課題を明らかにし，授業研究の

あり方について考察する

中等教科教育法数学２ 4 ◎ ◎

中等教科教育法数学1を基盤として，学習指導の理論に基づ

いて中学校，高等学校における数学の授業研究を行う。これ

らの活動を通して授業設計を行う方法を身に付ける。

中等教科教育法数学３ 3 ◎ ◎

数についての積極的な働きかけを行う代数学の話題を主に議

論するが、幾何学的、解析学的なアプローチも援用し、「数

学」という学問の総合的な理解を目指す。また、身の周りに

応用されている数学についても深く考える機会を持ち、数学

の汎用性と有効性を体得する。各単元において教材研究の方

法を議論し、教材の活用、指導案作成、模擬授業の実践に有

機的につなげていく。また、教材研究に向けた情報機器の活

用として、モジュラー計算や抽象代数計算を行うことができ

るソフトウェアーの運用方法についても解説する。

中等教科教育法数学４ 4 ◎ ◎

幾何学、解析学の話題を主に取り上げるが、代数学との深い

関わりについても議論していく。単元の文字通りのテーマに

とらわれない「自由な視点」を持って、数学の体系的な理解

を目指す。日常事象に潜む数理構造についても深く考える機

会を持ち、「数学のことばで世界をみる」ことの愉しみを体

得する。各単元において教材研究の方法を議論し、教材の活

用、指導案作成、模擬授業の実践に有機的につなげていく。

また、関数領域や幾何領域において、情報機器を用いた（2

次元、3次元グラフの描画ができるソフトウェアーの運用を

含む）授業作りの具体的方法を習得し、模擬授業に取り入れ

ていく。

日本史概論 1 ◎ ◎

大学で学ぶ歴史学はこれまでの歴史の学習とは大きく異なる

だけでなく、現在持っている歴史の知識も、これから始まる

専門的な学修を考えた時に、決して十分とはいえない。この

講義では、歴史学の基本的な考え方・方法に基づき、担当教

員が日本史の各時代を理解するうえで重要と考えた事象を取

り上げ講義する。講義の内容を理解するなかで、今後の専門

的な学修に際して基礎となる日本史の知識を習得するととも

に、学問としての歴史学の基本的な考え方や方法を理解す

る。

日本史特論 2 ◎ ◎

日本史概論の学修を通じて日本史各時代の最低限の知識を身

につけ、歴史学（日本史学）の基本的な考え方・方法の一端

に触れた。本科目では、もう少し専門的な内容に踏み込み講

義する。時代によって取り上げる問題や内容は異なるが、日

本史の各時代を理解するうえで基礎となる重要事項であるこ

とに変わりはない。講義の内容を理解し知識を広めることに

加え、専門課程での学修を見据え、複数の事項を関連づけた

り、背景を考えたりするなどして、歴史学の考え方や方法の

基本となる思考に触れてみて欲しい。

東洋史概論 1 ◎ ◎

本講義では、東洋の歴史、とりわけ中国の歴史について、古

代から近代まで大まかな流れに沿って学修する。中国は、古

代から近代にいたるまで、日本の歴史と深いかかわりを持っ

てきたが、その歴史や、培われてきた社会・文化は、日本と

まったく異なる。中国における王朝ごとの基礎的な歴史用語

の解説を進めながら、その王朝の歴史や文化の特徴を学ぶ。

また王朝の移り変わりを理解し、中国史の概略を学び、歴史

の多様性を学修する。

西洋史概論 1 ◎ ◎

グローバルな関係性が張り巡らされた現代社会のなかで、西

洋文明の理解は日本人にとって不可欠である。本講義では、

その中核をなすヨーロッパ文明について、その形成期に重点

をおきながら通時的に歴史を概観する。そうすることで、そ

こに生きた人びとの文化やものの考え方の特徴を学ぶ。加え

て、講義中に紹介される史料の解説を通して、各時代と社会

の具体的なイメージをつかみ、他者たるヨーロッパに対する

理解を深める。
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法律学概論１ 1 ◎ ○

人が集まり、社会と言う集団が作られるとき、そこにはルー

ルが発生し、それが「法」と呼ばれるようになる。この授業

では、私たちの生活に対するルールとして機能する基本的な

「法」を紹介する。その上で、現行法制度の紹介にとどまら

ず、その限界事例での法的な考え方について解説したい。

法律学概論２ 2 ◎ ○

 人が集まり、社会と言う集団が作られるとき、そこにはルー

ルが発生し、「法」と呼ばれるようになる。そうした「法」

により規律される空間においても限界事例が生じる。このよ

うな限界事例において、憲法上の権利がどのように機能しう

るのか、という点について取り扱う。もっとも、授業時間の

制約上、すべてを網羅的に取り扱うことはできないが、でき

るだけ身近な問題を取り上げながら授業を進める予定であ

る。

国際政治学 1 ◎ ◎

　国際社会における国家の政策や安全保障などの国際政治の

歴史を踏まえ、国際政治学の概念や理論を学ぶ。また、これ

らを踏まえた現代の国際問題を考察する。

社会学概論 1 ◎ ◎

　多様な形で現象する現代社会の出来事を疑い、捉え直し、

社会学とは何か、何が出来るかを考える。

　講義では、社会学における歴史的展開を概観し、いくつか

の社会学の領域をとりあげて、具体的な現象を検討しながら

人間関係や世の中のしくみを読み解いていく。

経済学概論 1 ◎ ◎

　経済学の基礎理論、歴史をふまえて、日本経済の現状と経

済政策を理解する。

　授業では、戦後復興から高度経済成長、バブル経済の発生

と崩壊に至る日本的経済システムの特徴や、人口減少や高齢

化が進む日本の現状を把握する。また、経済のグローバル化

の進展と今日的課題を考える。経済とは何か政府や企業の役

割といった幅広い領域にかけて、経済全般を見る目を育てて

いく。

哲学概論 2 ◎ ◎

哲学は一見、抽象的な議論のつらなりであるが、議論は日常

の経験に根ざしている。哲学の主要な議論を生活空間のなか

から理解していくことがこの講義の目的である。20世紀の現

象学や解釈学の立場を軸としながら進みたい。①哲学と日常

性②物との関わり③人間と空間④歴史と風土

宗教学概論 1 ◎ ◎

宗教の本質については様々な見解が見られるが、これらを紹

介しながら分析する。近代哲学はカントによる魂の実体性の

否定によって、一つの頂点を迎える。この、キリスト教神学

による魂不滅の信仰への痛打が、どう受け止められたかを中

心に考察を進めていきたい。①宗教の定義②物との関わり③

人間と空間④歴史と風土。

倫理学概論 1 ◎ ◎

西洋では多様な倫理思想が生まれたが、ここでは19世紀、デ

ンマークの哲学者、キェルケゴールの思想を分析する。キリ

スト教神学や近代哲学がどのように彼の思想に関連するかを

考察しながら、現代におけるその有効性を問うてみたい。①

倫理学とはなにか②キェルケゴールの生涯と著作③道徳哲学

者としてのキェルケゴール④近代哲学のなかでの位置づけ。

代数学概論１ 1 ◎ ◎

比例，1次関数，連立1次方程式などの話題を発展/拡張させ

たところにある線型代数学について，その基礎を学んでいき

ます．ベクトルを理解し，行列の概念を導き，それらの関わ

りについて学びます．また，直線や平面などの高等学校で学

んだ幾何学的対象について，線型代数学の観点から議論して

いきます．行列演算に習熟し，連立1次方程式の理解を深め

ていきます．行列式とその性質を理解し，その幾何学的な応

用についてまで理解を広げていきます．

代数学概論２ 2 ◎ ◎

代数学概論1の実践的な基礎を受け，線型代数学の学習をさ

らに深めていきます．線型代数学の核心部分である，線型独

立/従属，基底や次元の概念を習得します．線型空間の間の写

像を学び，行列そのものの理解を深めていきます．行列の固

有値，固有空間を学び，さらに，それらの様々な応用につい

て議論を展開していきます．

代数学特論１ 3 ◎ ◎

 代数学のみならず，「1種類」の操作(演算)について，その

相互の関わり合いを記述する概念である群(ぐん)について，

その基礎を学習します．抽象代数学への第1歩となるもので

すが，具体例を多く取り上げ，群の理解を深めていきます．

代数学特論２ 4 ◎ ◎

 複素数に関して，高等学校で学ぶ基礎的な内容からはじめ

て，主に，その代数学的，幾何学的な側面を概観します．複

素平面を舞台に繰り広げられる，複素数ならではの面白い性

質を議論していきます．みなさんの数学の世界を広げてもら

うことを意識して，高等数学の発展的な内容も積極的に取り

入れていきます．

代数学演習 3 ◎ ◎

 整数論の初歩を学習します．初等整数論は数学教育において

も重要な項目の1つです．数とその四則演算のふりかえりか

らはじめて，整数に関する話題を議論していきます．「割り

算とその余り」という既知の概念を再訪/熟考し，整数の「合

同」という概念へと発展させます．合同という視点で眺めた

世界で成り立つ美しい定理のいくつかを紹介していきます．

発展的な応用として，今日のインターネット暗号化技術で欠

かせないRSA暗号の話題も議論します．また，数の拡がりと

いう観点で，p進数についても議論します．

学

科

専

攻

10



1 2 3 4 5 6

子どもの内面を深く理

解し、その成長に寄り

添い、自立させていく

ことのできる能力を身

につけている

教育学に関わる理論的

知識と学習指導に関わ

る実践的知識を有し、

教育・保育現場での問

題の解決に取り組むこ

とができる

教育職の重要性を自覚

し、学校教員として自

律でき、範を垂れる人

間性を有している

社会的な常識や幅広い

年齢層の人たちとのコ

ミュニケーション能力

を有し、諸問題に忍耐

強く取り組むことがで

きる

教育・保育現場をはじ

めチーム学校の一員と

して、他者と協働しな

がら業務を円滑に遂行

することのできる能力

を身につけている

教育学研究の基礎的方

法論を会得し、学んだ

知識を集大成して卒業

論文にまとめる能力、

また大学院進学希望者

においては、より質の

高い研究を遂行するた

めの能力を身につけて

いる

履

修

開

始

ｾ

ﾒ

ｽ

ﾀ

ｰ

科目概要
区

分
科目名

幾何学概論１ 1 ◎ ◎

集合・写像・論理・同値関係・集合の濃度など、数学の基本

事項について学んだのち、これらを用いて平面(2次元ユーク

リッド空間)の部分集合としての図形の同値関係などを再考す

る。

幾何学概論２ 2 ◎ ◎

一般次元のユークリッド空間と距離空間について学ぶ。開集

合・閉集合、内部・外部・境界などの幾何学の基礎用語を習

得したのち、一般的な距離空間の概念とその応用を考える。

幾何学特論１ 3 ◎ ◎ 位相幾何学の基礎・入門。曲面の分類、2次元多様体

幾何学特論２ 4 ◎ ◎ 微分幾何学の基礎・入門。曲線・曲面論

幾何学演習 3 ◎ ◎

 2次元ユークリッド空間、図形の同値関係

幾何学概論１Ｈで学んだ、集合・写像・論理・同値関係・集

合の濃度などの数学の基本事項および、2次元ユークリッド

空間についての演習

解析学概論１ 1 ◎ ◎

1変数関数の微分・積分は高校生の数II、数IIIを履修した者な

ら既にある程度は既知であると思われる。本講義の範囲は、

高校において学んだ微積分をもう一度学習し、それらがどの

ような理論的下地において成立しているのかをより深く学ぶ

ことである。また、その上でより高度な微積分の知識も学習

する。

解析学概論２ 2 ◎ ◎

１変数の微分積分を2変数に拡げたとき、同様のことが成立

する場合とそうではない場合が生じる。また、２変数に拡張

することにより立体の体積や表面積も計算できることにな

る。本授業のねらいは、数学の拡がりを体感し、数学への興

味の深まりを目指すことにある。受講生の偏微分・２重積分

の理解が目的である。

解析学特論１ 3 ◎ ◎

「解析学概論1」で学んだ極限についての扱いについて、更

に数学的に厳密な扱いを学ぶことを目的とする。具体的に

は、ε-N論法やε-δ論法を用いて数学における収束・発散

を厳密に定義し、その定義を用いて極限の扱いを改めて学び

直すことを目的とする。加えて、複素関数の微分・積分を学

習し、解析学に関するより包括的な知識を得ることも併せて

目的とする。

解析学特論２ 4 ◎ ◎

 微分・積分の最も重要な応用対象の一つである、微分方程式

について学習する。

微分方程式は物理的現象、社会的現象を数理モデルで表現す

る際に最もよく用いられる数学的概念の一つであり、その解

法や具体的な応用例を学ぶことで、これまで学んだ微分・積

分がどの様な分野で用いられているかということに対してよ

り広い視野を得ることを目的としている。

解析学演習 3 ◎ ◎

1変数関数の微分・積分に対する問題演習を行い、具体的な

計算能力や抽象的な思考能力の成熟を目指す。数学において

実際の問題に対する解決能力を有していることは、単に問題

を解けるというだけでなく、数学という学問そのものに対す

る理解を深めるためには不可欠である。

対象範囲は「解析学概論1」で扱った範囲全般に及ぶため、

該当科目を同時に履修することが望ましい。

確率論１ 1 ◎ ◎
基本的な確率論について学ぶ。離散的確率と連続的確率の基

本概念および性質を把握する。

確率論２ 2 ◎ ◎

離散型確率分布および連続型確率分布について学ぶ。一般に

知られている代表的な確率分布について学ぶとともにそれら

の分布の関連性や、統計学につながる理論的な知識を養う。

基礎統計学１ 3 ◎ ◎

社会統計は、記述統計と推定（推測）統計の２種類に大別さ

れる。前者は調査の結果得られたデータを要約することであ

り、後者はその要約に基づいて直接調査していない対象をも

含む母集団全体を推定することである。この授業では前者の

記述統計の基本的な考え方と方法について学ぶ。一口に記述

統計と言っても範囲は広いが、この授業では特に社会学分野

で必須となる離散変数の集計法（度数分布表・クロス表・エ

ラボレーションなど）に力点を置いて学んでいく。授業は教

科書・板書などによる講義と、電卓やパソコンを用いた実習

で構成される。講義では基本となる考え方や概念について学

び、実習ではその考え方や概念に基づいて、実際に自分で集

計・計算・図表の作成を行う。

基礎統計学２ 4 ◎ ◎

社会統計は記述統計と推定（推測）統計の２種類に大別さ

れ、前者は調査の結果得られたデータを要約することを指

し、後者はその要約に基づいて直接調査していない対象をも

含む母集団全体を推定することを指す。この授業では、後者

の推定統計の基本的な考え方と方法について学ぶ。一口に推

定統計と言っても範囲は広い。この授業では特に社会学分野

で必須となる離散変数の集計法（比率の区間推定・χ自乗検

定など）に力点を置いて学んでいく。授業は教科書・板書な

どによる講義と、電卓やパソコンを用いた実習で構成され

る。講義では基本となる考え方や概念について学び、実習で

はその考え方や概念に基づいて、実際に自分で集計・計算・

図表作成を行う。

確率論演習 3 ◎ ◎ 確率論と統計の基礎的な演習
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基礎統計学演習 5 ◎ ◎

統計分析ソフトであるSPSSおよびAmosを用いて、実際の

データを使って「要素は何か」「違いがあるかどうか」「関

係があるかどうか」「影響がどれくらいか」「因果関係があ

るか」について分析し、その方法と分析結果の解釈のしかた

を学ぶ。具体的には「因子分析」「分散分析」「相関分析」

「回帰分析」「パス解析」等を演習の中で学ぶ。

プログラミング１ 3 ◎ ◎

コンピュータプログラムの基本的考え方やアルゴリズムにつ

いて学習する。コンピュータプログラムとして基本的な言語

であるＣ言語を用い，数学プログラムを作成する事によっ

て，コンピュータを用いた数学事象の処理を行う。

プログラミング２ 3 ◎ ◎

現在めざましい発達をとげた情報通信ネットワークを念頭に

おき，HTMLおよびCSS，そして現在では多く使われている

オブジェクト指向型言語の一つであり、第3世代言語と言わ

れるスクリプト言語であるJavaScriptを用い，ホームページ

の作成を行うと同時にプログラミング言語に対する理解も深

める。

データ解析演習 4 ◎ ◎

高等学校教諭「情報」の免許取得に関わる科目である。この

科目ではデータベースソフトの使い方を学習しつつ、データ

ベースに関する基本的な知識を学ぶとともに、自分でデータ

ベースを構築し、運営するための基礎的な技法を習得するこ

とを目指す。

数学特別演習 5 ◎ ◎

個人、あるいは少人数のグループで、これまで学んできた

「代数学」「解析学」「幾何学」「確率論」の分野のそれぞ

れから、発展的なテーマを1つずつ選び、議論していく。取

り組むべき「正しい問題」を自ら設定するところからはじ

め、新しい定理の創出を目的とする。個人、及び教室での議

論を通じて、数学とはどのような学問であるかを真に体得す

る。

知的障害児の心理 3 ○ ◎ ○

知的障害児の心理・行動的側面について、定型発達を基に学

習する。特に、認知発達及び行動発達と知的障害児、知的障

害児への支援、アセスメント、知的障害児を支える社会制度

などについて学ぶ。

知的障害児の生理・病理 3 ○ ◎ ○

知的障害児の生理的、病理的側面について、定型発達を基に

学習する。特に、脳の仕組みと発達、知的障害の原因、合併

症、検査方法などについて学ぶ。

肢体不自由児の心理・生理・病理 3 ○ ◎ ○

肢体不自由児に関する心理学的情報と生理・病理的情報か

ら、肢体不自由のある児童・生徒の心理・生理・病理につい

ての基礎を学ぶ。また肢体不自由児に対する教育を行う上で

考慮すべき随伴障害についても理解を深める。

病弱虚弱児の心理・生理・病理 3 ○ ◎ ○

 病弱虚弱児・障害児の心理学的基礎、医学的基礎、支援シス

テムについて学び、病弱虚弱児、障害児、そして子どもを取

り巻く家族に対する適切な対応・支援方法を理解する。

知的障害教育Ⅰ 3 ○ ◎ ○

はじめに知的障害についての概念・定義などについて理解

し、教育的支援の在り方について学ぶ。続いて、知的障害の

特性を有した児童生徒への教育をめぐって、その教育環境な

どについて理解する。最後に、インクルージョンを志向する

社会に向かって、知的障害のある人々を含みこんだ社会の在

り方について検討する。今年度より施行された障害者差別解

消法や合理的配慮についても学習する。

知的障害教育Ⅱ 3 ○ ◎ ○

昨今の特別支援教育の潮流を鑑み、知的障害のある子どもの

特別支援学校・特別支援学級・通常学級における教育支援の

あり方について学習する。

肢体不自由児の指導法 3 ○ ◎ ○

肢体不自由児が就学対象となる特別支援学校等の教育課程及

び肢体不自由の障害特性が、各教科等の学習に及ぼす影響に

ついて理解し、各教科や自立活動等の指導を行う際の原則や

指導法の基礎基本について学ぶ。

病弱虚弱児の指導法 3 ○ ◎ ○

病弱虚弱教育の目的、対象、個別の教育支援計画、個別の指

導計画、教育課程の類型等、病弱虚弱教育の基本について講

義する。さらに、疾患別の指導法と病気理解教育について解

説し、その中で生じやすい教育的課題及び支援方法について

考える。

視覚障害教育総論 3 ○ ◎ ○

 視覚障害教育について総合的な知識を広げ見識を深める。

　視覚障害はもっとも人数の少ない障害であり、視覚に障害

のある子どもたちの中には、全く見えない子どもと見えにく

い子どもがいる。見えない子どもたちは、指先を目として学

び、見えにくい子どもたちは、保有する視機能を有効に活用

しながら学んでいる。また、視覚以外の障害を併せ有する子

どもたちもおり、重複した障害に配慮された教育のもとで学

んでいる。これらの教育実践では、指導者の高い専門性と特

別に工夫された教材・教具、教育課程、指導法等が不可欠で

ある。

 本講義は、視覚障害教育を中心に就学前の支援から労働、福

祉にまで幅広く視覚障害児・者に関わる項目について概観す

る。

　毎回の講義にて、次回の内容と事前の準備について説明す

るので、その指示に従って、次回の講義に臨むこと。
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聴覚障害教育総論 3 ○ ◎ ○

 聴覚障害の理解と教育の実際

聴覚障害教育に携わる教員に必要な基本的事項について学

び、社会自立と社会を担う聴覚障害者の育成に必要な指導と

支援の在り方を学習する。

重複障害・軽度発達障害児の指導法 3 ○ ◎ ○

 重複障害及び発達障害の理解と指導法の基礎基本を学ぶ 。

重複障害児や発達障害児における教育的対応の歴史的変遷や

特別支援教育における指導の実際から、それぞれの障害のあ

る子どもに対する教育の現状と課題について理解し、双方の

特別支援教育における指導の基礎・基本について学ぶ。

教育原論２ 2 ◎ ◎

歴史のなかで現れてきた教育に関する思想を再検討すること

に何の意味があるのだろうと思うかもしれません。しかし、

教育は誰もが経験している日常的な出来事であるために、冷

静に距離をとってとらえることは容易でありません。そこ

で、離れた時代や社会における教育に関する思想を学ぶこと

は、教育をとらえ直すための助けになるのです。そこで、最

初に教育を思想史的に問う意味を考えたうえで、教育思想の

歴史を６回にわたって概観します。その後、コメニウスをと

りあげて個別の教育思想について深く学び、それをもとに現

代の教育課題について考えます。

テキストブックを指定しますので精読してください。後半の

コメニウスの教育思想に関して一題のリポートを課したう

え、前半の教育思想史概説に関して最終試験を実施します。

教育実習（幼）１ 5 ◎ ◎ ◎

幼稚園教育の現場に学ぶことをねらいとする。実習幼稚園に

おける教育実習を通して以下のことを学ぶ。１．幼稚園にお

いて実際の保育を経験する中で，幼稚園の活動と園児の生活

の実際を具体的に理解し，幼稚園の意義，保育者の責任を体

得する。２．現場保育者（園長・主任・指導教諭）の指導の

もとで，大学で学習した知識・技能を総合的に応用し，幼児

教育の本質的精神と保育技術を習得するとともに，保育者と

しての資質・使命感・能力を身につける。

教育実習（幼）２ 5 ◎ ◎ ◎

幼稚園教育の現場に学ぶことをねらいとする。実習幼稚園に

おける教育実習を通して以下のことを学ぶ。１．幼稚園にお

いて実際の保育を経験する中で，幼稚園の活動と園児の生活

の実際を具体的に理解し，幼稚園の意義，保育者の責任を体

得する。２．現場保育者（園長・主任・指導教諭）の指導の

もとで，大学で学習した知識・技能を総合的に応用し，幼児

教育の本質的精神と保育技術を習得するとともに，保育者と

しての資質・使命感・能力を身につける。

教育実習（幼）３ 5 ◎ ◎ ◎

幼稚園教育の現場に学ぶことをねらいとする。実習幼稚園に

おける教育実習を通して以下のことを学ぶ。１．幼稚園にお

いて実際の保育を経験する中で，幼稚園の活動と園児の生活

の実際を具体的に理解し，幼稚園の意義，保育者の責任を体

得する。２．現場保育者（園長・主任・指導教諭）の指導の

もとで，大学で学習した知識・技能を総合的に応用し，幼児

教育の本質的精神と保育技術を習得するとともに，保育者と

しての資質・使命感・能力を身につける。

教育実習指導（幼） 5 ◎ ◎ ◎

幼稚園における教育実習に必要な基本的事項を学ぶ。　本授

業では教育実習に臨む心構えを講義することからはじめ、具

体的な授業の進め方、生徒指導の在り方等についても考え・

協議する。教育実習に臨むにあたって、「教育実習研究」を

６回の事前学習と２回の事後学習に分け、少人数でのきめ細

かな指導を行う。

教育実習（小）１ 5 ◎ ◎ ◎

小学校教育現場での学びをねらいとする。教育実習は、これ

まで大学で学んできたことの実践化を図り、その事実を考察

するところに意義がある。教育実習では、大学と教育実習校

の指導に基づき、児童との関係性づくり・授業（学習指導）

のあり方・学級経営等について実践的に学ぶ。特に授業（学

習指導）については、教育実習校からの指導を受けるととも

に、主体的に「事前の教材研究・学習指導案の作成・授業実

践・事後検討等」を通して自己評価と考察を行い、教職実践

力を養う。

教育実習（小）２ 5 ◎ ◎ ◎

小学校教育現場での学びをねらいとする。教育実習は、これ

まで大学で学んできたことの実践化を図り、その事実を考察

するところに意義がある。教育実習では、大学と教育実習校

の指導に基づき、児童との関係性づくり・授業（学習指導）

のあり方・学級経営等について実践的に学ぶ。特に授業（学

習指導）については、教育実習校からの指導を受けるととも

に、主体的に「事前の教材研究・学習指導案の作成・授業実

践・事後検討等」を通して自己評価と考察を行い、教職実践

力を養う。
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教育実習（小）３ 5 ◎ ◎ ◎

小学校教育現場での学びをねらいとする。教育実習は、これ

まで大学で学んできたことの実践化を図り、その事実を考察

するところに意義がある。教育実習では、大学と教育実習校

の指導に基づき、児童との関係性づくり・授業（学習指導）

のあり方・学級経営等について実践的に学ぶ。特に授業（学

習指導）については、教育実習校からの指導を受けるととも

に、主体的に「事前の教材研究・学習指導案の作成・授業実

践・事後検討等」を通して自己評価と考察を行い、教職実践

力を養う。

教育実習指導（小） 5 ◎ ◎ ◎

小学校における教育実習に必要な基本的事項を学ぶ。　本授

業では教育実習に臨む心構えを講義することからはじめ、具

体的な授業の進め方、生徒指導の在り方等についても考え・

協議する。教育実習に臨むにあたって、「教育実習研究」を

６回の事前学習と２回の事後学習に分け、少人数でのきめ細

かな指導を行う。

教育実習（中・高）１ 5 ◎ ◎ ◎

中・高等学校の教育現場での学びをねらいとする。教育実習

は、これまで大学で学んできたことの実践化を図り、その事

実を考察するところに意義がある。教育実習では、大学と教

育実習校の指導に基づき、生徒との関係性づくり・授業（学

習指導）のあり方・学級（HR）経営等について実践的に学

ぶ。特に授業（学習指導）については、教育実習校からの指

導を受けるとともに、主体的に「事前の教材研究・学習指導

案の作成・授業実践・事後検討等」を通して自己評価と考察

を行い、教職実践力を養う。

教育実習（中・高）２ 5 ◎ ◎ ◎

中・高等学校の教育現場での学びをねらいとする。教育実習

は、これまで大学で学んできたことの実践化を図り、その事

実を考察するところに意義がある。教育実習では、大学と教

育実習校の指導に基づき、生徒との関係性づくり・授業（学

習指導）のあり方・学級（HR）経営等について実践的に学

ぶ。特に授業（学習指導）については、教育実習校からの指

導を受けるとともに、主体的に「事前の教材研究・学習指導

案の作成・授業実践・事後検討等」を通して自己評価と考察

を行い、教職実践力を養う。

教育実習（中・高）３ 5 ◎ ◎ ◎

中・高等学校の教育現場での学びをねらいとする。教育実習

は、これまで大学で学んできたことの実践化を図り、その事

実を考察するところに意義がある。教育実習では、大学と教

育実習校の指導に基づき、生徒との関係性づくり・授業（学

習指導）のあり方・学級（HR）経営等について実践的に学

ぶ。特に授業（学習指導）については、教育実習校からの指

導を受けるとともに、主体的に「事前の教材研究・学習指導

案の作成・授業実践・事後検討等」を通して自己評価と考察

を行い、教職実践力を養う。

教育実習指導（中・高） 5 ◎ ◎ ◎

中・高等学校における教育実習に必要な基本的事項を学ぶ。

本授業では教育実習に臨む心構えを講義することからはじ

め、具体的な授業の進め方、生徒指導の在り方等についても

考え・協議する。教育実習に臨むにあたって、「教育実習研

究」を６回の事前学習と２回の事後学習に分け、少人数での

きめ細かな指導を行う。

教育実習（特支）　 6 ◎ ◎ ◎

特別支援学校の教育現場での学びをねらいとする。教育実習

は、これまで大学で学んできたことの実践化を図り、その事

実を考察するところに意義がある。教育実習おいては、大学

と実習先校との指導に基づき、障害のある児童生徒や保護者

とのかかわり及び授業の在り方や学級づくり等について実践

的に学ぶ。

特に授業については、実習先校の指導教員からの指導を受け

るとともに、主体的に「事前の教材研究・学習指導案の作

成・授業実践・事後検討等」を通して、自己評価と考察を行

い、特別の教育ニーズに応じることのできる実践力の基礎を

修得する。

教育実習指導（特支）　 5 ◎ ◎ ◎

特別支援学校学校における教育実習に必要な基本的事項を学

ぶ。　本授業では教育実習に臨む心構えを講義することから

はじめ、具体的な授業の進め方、生徒指導の在り方等につい

ても考え・協議する。教育実習に臨むにあたって、「教育実

習研究」を６回の事前学習と２回の事後学習に分け、少人数

でのきめ細かな指導を行う。

現場体験実習１ 1 ◎ ◎ ◎

幼・小・中・高・特別支援学校等学校教育現場および生涯教

育現場における現場体験を通して，教育体制や教員の業務を

体験，学習する。  教育に関する専門的学習を踏まえ，観察

実習から参加・体験的な実習を行う。

現場体験実習２ 2 ◎ ◎ ◎

現場体験実習1を踏まえ，幼・小・中・高・特別支援学校等

学校教育現場および生涯教育現場における体験的な実習を通

して，教育体制や教員の業務を体験，学習する。  教育に関

する専門的学習を踏まえ，観察実習から参加・体験的な実習

を行い 今後の教育実習の基盤とする。

現場体験実習３ 3 ◎ ◎ ◎

幼・小・中・高・特別支援学校等学校教育現場および生涯教

育現場において体験的な実習をとおして，教育現場での仕事

内容を知るとともに教育現場の課題を知ることを狙いとす

る。教育に関する専門的学習を踏まえ，教育実習等の前段階

として，観察実習から参加・体験的な実習を行う。
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現場体験実習４ 4 ◎ ◎ ◎

幼・小・中・高・特別支援学校等学校教育現場および生涯教

育現場において体験的な実習をとおして，教育現場での仕事

内容を知るとともに教育現場の課題を知ることを狙いとす

る。教育に関する専門的学習を踏まえ，教育実習等の前段階

として，観察実習から参加・体験的な実習を行う。

教職実践演習（教諭） 8 ◎ ◎ ◎

教職課程の仕上げとして、教員の資質や人間関係力、生徒理

解や指導力等に関する事項を総論として再確認する。具体的

には、教職課程での学びや大学生活における学校現場での体

験の軌跡を振り返りながら、教員となる自己にとっての課題

がどこにあるのかを自覚し、本演習を通じて教師として必要

な実践的資質能力や指導技術を高める。

教職実践演習（中・高） 8 ◎ ◎ ◎

教職課程の仕上げとして、教員の資質や人間関係力、生徒理

解や指導力等に関する事項を総論として再確認する。具体的

には、教職課程での学びや大学生活における学校現場での体

験の軌跡を振り返りながら、中等教育に従事することとなる

自己にとっての課題がどこにあるのかを自覚し、本演習を通

じて教師として必要な実践的資質能力や指導技術を高める。

教育職インターンシップ１ 3 ◎ ◎ ◎

　この講義は、「教育職いインターンシップ・イクステン

ション」の成果に資するために、集中講義として位置づける

科目であり、「教育職インターンシップ・イクステンショ

ン」と併せて受講する科目である。

　京都府、京都市教育委員会、および滋賀県教育委員会所轄

の小学校・中学校・高等学校・特別支援学校で実務研修（12

日以上かつ90時間以上）を行う。

　教育実習が教科指導中心であるのに対し、教育職インター

ンシップでは教員の仕事を全般的に体験する。例えば、学級

担任の補助（学級経営の補助、担任業務の補助、生活指導の

補助、進路指導の補助）、教科指導の補助（授業補助、少人

数指導の補助、個別指導の補助）、学校行事や児童会（生徒

会）活動、部活動の指導補助、学校行事指導補助などであ

る。

教育職インターンシップ２ 5 ◎ ◎ ◎

この講義は、「教育職インターンシップ・イクステンショ

ン」の成果に資するために、集中講義として位置づける科目

であり、「教育職インターンシップ・イクステンション」と

併せて受講する科目である。

　佛教大学近隣の各教育委員会所轄の小学校・中学校・高等

学校・特別支援学校で実務研修（10日以上かつ80時間以上）

を行う。教育実習が教科指導中心であるのに対し、教育職イ

ンターンシップでは教員の仕事を全般的に体験する。例え

ば、学級担任の補助（学級経営の補助、担任業務の補助、生

活指導の補助、進路指導の補助）、教科指導の補助（授業補

助、少人数指導の補助、個別指導の補助）、学校行事や児童

会（生徒会）活動、部活動の指導補助、学校行事指導補助な

どである。

教育職インターンシップ・イクステンション１ 4 ◎ ◎ ◎

教職の理解と教員に必要な資質・能力について理解をし、実

務研修の振り返りとまとめを行う。

また、研修生交流会や最終報告会でのプレゼンテーションを

行う。

教育職インターンシップ・イクステンション２ 6 ◎ ◎ ◎

この講義は、「教育職インターンシップ」の実務研修の振り

返りとまとめを行う。「教育職インターンシップ」と併せて

受講する科目である。授業において、教職の理解と教員に必

要な資質・能力について理解を深め、実務研修の省察を行

い，教育職インターンシップでの実践を客観的に検証しつ

つ、学校教育の本来のあり方やその本質に迫る。また、研修

生交流会や最終報告会でのプレゼンテーションを行うととも

に，成果をまとめる。

保育原理 2 ◎ ○

保育の意義を理解し、保育に関する法令及び制度、「保育所

保育指針」における保育の基本について学ぶ。また、現在の

保育の背景となる保育思想と歴史的変遷について学習した上

で、保育の現状と課題について考察する。

子ども家庭福祉 2 ○ ◎

子ども家庭福祉の意義および歴史的変遷を学び、子どもの人

権擁護に対する理解を深めていく。子ども家庭福祉の制度お

よび実施体系等の具体的展開を学び、現代における子ども家

庭福祉をめぐる少子化や虐待、子どもの貧困といった現状お

よび課題を考察する。

社会福祉援助技術論1 3 ○ ◎

現代社会における社会福祉の意義と歴史的変遷、社会福祉に

おける子ども家庭支援の視点について理解を深めていく。そ

の際、社会福祉の制度および実施体系等がどのように展開し

ているかを把握したうえで、社会福祉における相談援助の理

論および機能、プロセスについて学ぶ。

子ども家庭支援論 5 ○ ◎

子育て家庭の支援を行うことの今日的意義や目的を、保育士

の専門性を活かした家庭支援の基本とあわせて理解する。そ

の際、子育て家庭を取り巻く社会的状況をふまえつつ、子育

て家庭のニーズに応じた多様な支援の展開や関係機関との連

携について学びを深めていく。
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社会的養護1 3 ○ ◎

現代社会における社会的養護の意義と歴史的変遷を理解す

る。子どもの人権擁護を基盤とする社会的養護の制度と実施

体系、その対象と形態、それを担う専門職について学ぶ。こ

れらの学びを踏まえ、社会的養護の現状と課題を考察する。

保育の心理学 2 〇 ◎ 〇

愛着形成を基盤とした社会情動的発達を中心に、乳幼児期の

発達が環境との相互的関わりのなかで展開していくこと、子

どもの学びの過程や特性の理解が、保育者の子ども観・保育

観および実践のあり方に反映することを把握する。

子ども家庭支援の心理学 3 ○ ◎ ○

生涯発達の観点から子どもの生活・生育環境を点検し、健全

な発達を支える家族・家庭の意義と機能について理解する。

他方、親としての学びの過程を辿りつつ、仕事と子育ての両

立、多様な家庭が抱える課題について考察を深める。

子どもの保健 3 ○ ◎

子どもの心身の健康を図る保健の意義、特に子どもの貧困問

題や子ども虐待といった現代社会における社会的な課題を理

解する。子どもの発育・発達と保健との関係を知ることで、

事故あるいは疾病について学びその予防及び適切な対応を理

解する。知識としてのみならず実技や演習を通じて救命救急

および予防接種の実際を身につける。現代社会における子ど

もと家族の心の健康問題・地域保健活動にも視野を広げ、視

野広く理解する。

子どもの食と栄養 5 ○ ◎

食生活の意義や栄養に関する基本的知識を学び、子どもの発

育・発達と食生活の関連について理解を深める。そして、食

育の基本とその内容、および食育のための環境を地域社会・

文化との関わりから理解する。さらに、家庭や児童福祉施設

における食生活の現状と課題を学ぶとともに、特別な配慮を

要する子どもの食と栄養についても理解する。

保育内容の理解と方法１ 2 〇 ◎ 〇

子どもの心身の発達と音楽表現に関する知識と技術を学ぶ。

具体的には、身近な自然やものの音や音色、人の声や音楽に

親しむ経験ができる保育環境づくり、それらの経験に基づく

表現活動と音楽表現を結び付ける遊びに展開するために、習

得した知識や技術を通して模擬保育をすることで省察を深め

ていくことを目指す。

保育内容の理解と方法２ 2 〇 ◎ 〇

子どもの心身の発達と造形表現に関する知識と技術を学ぶ。

具体的には、身近な自然やものの色や形、感触やイメージに

親しむ経験ができる保育環境づくり、それらの経験に基づく

表現活動と造形表現を結び付ける遊びに展開するために、習

得した知識や技術を通して模擬保育をすることで省察を深め

ていくことを目指す。

保育内容の理解と方法３ 2 〇 ◎ 〇

子どもの心身の発達と運動機能や身体表現に関する知識と技

術を学ぶ。具体的には、見立てやごっご遊び、劇遊び、運動

遊びにみる子どもの経験ができる保育環境づくり、それらの

経験に基づく表現活動と身体表現を結び付ける遊びに展開す

るために、習得した知識や技術を通して模擬保育をすること

で省察を深めていくことを目指す。

保育内容の理解と方法４ 2 〇 ◎ 〇

子どもの心身の発達と絵本、紙芝居、素話、ペープサート、

パネルシアター等に関する知識と技術を学ぶ。子どもが自ら

児童文化等に親しむ経験ができる保育環境づくり、それらの

経験に基づく表現活動と児童文化等とを結び付ける遊びに展

開するために、習得した知識や技術を通して模擬保育をする

ことで省察を深めていくことを目指す。

乳児保育1 3 ○ ◎ ○

乳児保育の歴史と今日的意義を踏まえた上で、多様な場での

乳児保育の現状と課題を理解する。0歳児～2歳児（出生から

3歳半ころまで）の子どもの発達のみちすじに沿った保育内

容・方法についての検討していく中で、乳児保育にあたる保

育士の専門性に対する理解を深めていく。

乳児保育2 5 ○ ◎

3歳未満児の発達を踏まえつつ、子どもの生活や遊びを援助

していく際の留意事項や要点を学んでいく。具体的には、生

活の流れ、保育の環境、安心・安全を保障する体制、見通し

をもった計画の作成などの点から理解を深める。

子どもの健康と安全 5 ○ ◎

子どもの保健での学びと連動させながら、身体的、精神的、

社会的に健康な子どもたちの状態とはどうあるべきなのかを

理解する。また、安全面では、発達理解に基づく環境整備な

どを通じて、事故の予防や安全の確保に関する知識を身につ

ける。さらに、現代社会における心の健康問題・地域保健活

動にも視野を広げ考察する。

障害児保育 3 ○ ◎ ○

権利が平等に保障されるために追加の支援を必要とする子ど

もへの保育であることを理解する。具体的には、障害の種別

やその特性の理解はもちろんこと、何らかの支援を必要とす

る子どもたちの実態も踏まえ、「権利の平等性」と「追加の

支援」を統一的に理解していく。

社会的養護2 5 ○ ◎

社会的養護を必要とする子どもの理解に基づき、その実践の

全体像を具体的に理解する。その際、施設養護および家庭養

護の実際、計画・記録・自己評価の実際について学び、社会

的養護に関わる相談援助の方法・技術について理解を深め

る。
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子育て支援 3 ○ ◎

子育て支援の意義や実践における基本的な視点について学

ぶ。現代の子育てをしている保護者をとりまく種々の状況を

理解した上で、具体的な支援の展開過程を具体的な実践（内

容・方法・技術）を通じて実践的な理解を深めていく。

保育実習1Ａ 6 ◎ ○ ◎ ◎

保育所での実習を通して乳幼児の理解を深める。保育所保育

についてこれまで学んできたことを基礎に、実習のなかで観

察し体験した諸事実を考察する。また、保育実践の体験を通

して、保育士の業務を理解し、自らの実践力を養うと同時

に、実践で学んだことを理論化できるように整理する。

保育実習1Ｂ 6 ◎ ○ ◎ ◎

保育所以外の児童福祉施設での実習を通して乳幼児の理解を

深める。児童福祉施設についてこれまで学んできたことを基

礎に、実習のなかで観察し体験した諸事実を考察する。ま

た、児童福祉施設における保育実践の体験を通して、保育士

の業務を理解し、自らの実践力を養うと同時に、実践で学ん

だことを理論化できるように整理する。

保育実習指導1（事前） 5 ◎ ○ ○ ◎ ◎

実習の意義と目的を理解し、保育実習の基本的内容を学習す

る。また、保育所および保育所以外の児童福祉施設について

の理解を深め、実習にむけての心構えを形成する。

保育実習指導1（事後） 6 ◎ ○ ○ ◎ ◎

「保育実習1A」「保育実習1B」の実習終了後、実習簿をもと

に実習の振り返りを行うことにより総括と自己評価を行い、

自らの課題を明確化する。

保育実践演習 8 ◎ ○ ○ ◎ ◎

保育士課程での学びや保育現場での体験の軌跡を振り返るこ

とで自らの到達点と課題を自覚し、本演習を通じて保育士と

して必要な実践的資質能力や指導技術を高める。特に、人権

を尊重する視点やその現場での実践を中心にした学びのふり

返りから、社会的諸課題に対する保育士の役割を検討する。

臨床心理学 3 ◎

臨床心理学の概観を捉え、基礎知識を理解するとともに、心

の問題に対する援助の姿勢を養う。臨床心理学の基本的な観

点を「自分」「影」「言葉」「イメージ」「病」といった日

常用語を用いて考え、「心」についての理解を深める。

ピアノ指導1 1 ◎

保育における音楽活動や、小学校音楽科授業を行う上で必要

となる「ピアノ演奏能力」を向上させるためのレッスンを中

心として授業を展開する。個人の能力に合わせて課題を設定

し、ピアノ演奏や弾き歌いの演奏技術を習得する。

ピアノ指導2 2 ◎

保育における音楽活動や、小学校音楽科授業を行う上で必要

となる「ピアノ演奏能力」を向上させるためのレッスンを中

心として授業を展開する。個人の能力に合わせて課題を設定

し、ピアノ演奏や弾き歌いの演奏技術を習得する。

ピアノ指導3 3 ◎

保育における音楽活動や、小学校音楽科授業を行う上で必要

となる「ピアノ演奏能力」を向上させるためのレッスンを中

心として授業を展開する。個人の能力に合わせて課題を設定

し、ピアノ演奏や弾き歌いの演奏技術を習得する。

ピアノ指導4 4 ◎

 保育における音楽活動や、小学校音楽科授業を行う上で必要

となる「ピアノ演奏能力」を向上させるためのレッスンを中

心として授業を展開する。保育所、幼稚園、小学校の採用試

験に合格することをめざして、ピアノ演奏やピアノ弾き歌い

ができるようなプログラムが組まれる。個人の能力や要望に

よっては、採用試験レベル以上の演奏能力を身につけるプロ

グラムを組むことも可能である。

保育実習2 7 ◎ ○ ◎ ◎

保育所での実習を通して保育実践について理解を深める。保

育所保育についてこれまで学んできたことや、「保育実習

1」で学んだことを基礎に、実習を通して観察・体験した保

育実践について考察する。また、「保育実習1」の学びを振

り返り、自己の課題を明確にした上で実習に臨み、保育士の

業務・役割についての理解をさらに深める。

保育実習指導2 7 ◎ ○ ○ ◎ ◎

実習の意義と目的を理解し、保育について総合的に学ぶ。実

習や既習の教科内容を踏まえ、保育実践力を培う。保育の計

画と観察、記録、自己評価等を踏まえ保育の改善について実

践や事例を通して具体的に学ぶ。保育士の専門性と職業倫理

について理解する。事後指導の中で、総括と自己評価を行

い、自らの課題を明確化する。

保育実習3 7 ◎ ○ ◎ ◎

保育所以外の児童福祉施設での実習を通して保育士の仕事に

ついて深める。児童福祉施設についてこれまで学んできたこ

とや、「保育実習1」で学んだことを基礎に、児童福祉施設

で働く保育士の仕事について考察する。また、「保育実習

1」の学びを振り返り、自己の課題を明確にした上で実習に

臨み、保育士の業務・役割についての理解をさらに深める。

保育実習指導3 7 ◎ ○ ○ ◎ ◎

実習の意義と目的を理解し、保育について総合的に学ぶ。実

習や既習の教科内容を踏まえ、保育実践力を培う。保育の計

画と観察、記録、自己評価等を踏まえ保育の改善について実

践や事例を通して具体的に学ぶ。保育士の専門性と職業倫理

について理解する。事後指導の中で、総括と自己評価を行

い、自らの課題を明確化する。
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生涯学習概論 2 ◎ 〇

「学校教育」や「子どもへの教育」という従来の狭い「教

育」の発想を拡張し、人が生涯にわたって「いつでも・どこ

でも・誰でも」学ぶ「生涯学習」という関心から、国内外の

さまざまな教育問題を理解できるように導く。学習の場や機

会が多様であること、生涯各期の特性に応じた支援が必要で

あることを習得する。

生涯学習概論２ 3 ◎ ○

 生涯学習の実践と支援について

生涯学習・社会教育における基本的な考え方や、生涯学習の

理論について説明を行う。さらに生涯学習の具体的方法と実

践を検討し、今後の生涯学習支援の課題を考えていく。

社会教育計画１ 3 ◎ ○

社会教育計画の基礎的理解

現在は「いつでも・どこでも・誰でも」学び、成果を生かす

ことができる生涯学習社会がめざされています。「学校教育

を除いたすべての組織的な教育」をさす社会教育は、生涯学

習支援の中核をなしており、社会教育計画とは支援を具体化

していく設計図といえます。この授業では、行政による社会

教育の制度や、民間団体・学校との連携も進んでいる社会教

育実践について学びます。教育や行政分野の予備知識がない

受講生にも理解しやすいよう実践事例を参照しながら社会教

育の特質を習得していきます。

社会教育計画２ 4 ◎ ○

社会教育における生活に根ざした学びの展開

私たちの周りには、働く場所、住んでいる地域などで学習活

動が行われたり、自ら学習・文化活動を組織したり、多種多

様な学びの場が存在する。これらの学習は、取り巻く社会と

の関係を抜きに語ることはできない。この授業は、社会教育

計画策定の前提として、地域づくりの観点から、社会教育に

おける地域に根ざしたさまざまな学びの歴史的展開について

考察する。

社会教育演習 5 ◎ ○

社会教育施設は社会教育の実践の場である。この授業では、

さまざまな社会教育施設の現状について統計資料・実践事

例・現地調査から検討を進める。後半では青少年社会教育施

設に焦点をあてて、支援者の専門性についても考察を深め、

今後の社会教育を展望する。

社会教育課題研究 3 ◎ ○

生涯学習の支援方策――学習プログラムをデザインする

社会教育主事とは社会教育の専門職であり、地域住民の学習

を支援する役割を担う。この授業では、特定地域の社会教育

主事になったという設定で、学習プログラム（個別事業計

画）を作成し、発表してもらう予定である。当該地域の幅広

い情報を収集し、それらを分析・整理しながら、事業を計画

するという実践的プログラムの中で、社会教育主事の役割や

専門性についての理解を深める。

社会教育特殊講義 3 ◎ ○

 ジェンダーと教育

ジェンダーとは、生物学的な性差に対して、社会的・文化的

な性の特徴を指す言葉とされている。本講義においては、性

別、家族、教育の問題をジェンダーの視点から見つめ、ジェ

ンダー・センシティブな教育のための今後の課題について考

察を深めて、考えていく。

男女共同参画論 3 ◎ ○

ジェンダーとは、生物学的な性差に対して、社会的・文化的

な性の特徴を指す言葉とされています。男女共同参画社会に

おいてジェンダーについて何が問題とされてきたのかという

実態を踏まえ、ジェンダー・センシティブな教育とは何か、

そしてそれが今後どのように実現される必要があるのかにつ

いて考察していきます。男女が、職場、家庭、地域などで、

フェアで対等に生きるための教育とはいかにあるべきかにつ

いて、一緒に考えていきます。

NPO法人マネジメント論 3 ◎ ○

　公共政策の一翼を担うNPO（非営利組織）の活動とマネジ

メントを理解し、卒業後にさまざまな組織で政府や企業の手

の度届かない課題解決に尽力できる人材となる第一歩を踏み

出してもらうことを目的とする。NPOとは何か、企業との違

い、あるべきマネジメントを認識し、今なぜそれが求められ

ているのかを理解し、具体的な活動とその課題について入門

レベルで講義する。

社会教育実習 5 ◎ ○

本科目「社会教育実習」は、これまでに社会教育関連科目で

学んだ内容の実践化を図り、その事実を対象として考察する

ことを目的としている。方法として、社会教育現場の実際

（施設職員の活動、利用者の学習支援）を観察し、施設業務

の補助を通じて自身の社会教育に対する考えを深め、実践力

を養う。さらに実習簿の作成により経験を振りかえり、知識

の定着を行う。

図書館概論 3 ◎ ○

「図書館とは何か」、「図書館の種類」、「図書館の基本的

機能」といった図書館に関する基礎的な知識を習得する。

図書館の意義、種類、基本的機能、関係法規、歴史、職員な

どについて概説する。館種別にみた図書館の現状と課題、利

用者ニーズと図書館職員の役割について解説する。市民の知

的自由を保障する図書館に関して討議を行い、図書館機能の

本質について考究する。
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博物館学Ⅰ 3 ◎

現代社会において、社会教育施設から生涯学習施設へ、教育

行政から文化行政へと移行する博物館は変革のときをむか

え、博物館の意義と役割がとわれている。これまでの「博物

館」の歩みを確認して博物館の役割や機能などを紹介し、現

代社会が求める博物館像を検討する。

博物館学Ⅲ 5 ◎

博物館の社会的役割を意識しながら、学芸員の最も基本的な

仕事である文化財保護や博物館資料の取り扱いについて学

ぶ。さらに、展示の具体例や普及活動などを国内の事例から

解説する。また毎回、世界遺産や諸外国の博物館事情などト

ピックスを映像で紹介し、この分野への視野を広げていく。

社会福祉原論 2 ◎ ○

社会福祉とは何か、その対象とはどのようなものなのかにつ

いて探求することを目的とする。社会福祉の対象となる具体

的な社会問題の諸相を理解し、当該の社会問題が生み出され

る社会的背景・要因をふまえつつ、問題の軽減・除去に向け

て何が必要なのか、その援助過程において尊重すべき価値・

理念とは何かについて総合的に検討していく。

図書館情報技術論 3 ◎ ○

司書に必須の図書館の最新技術、および利用者として有用な

情報リテラシー

デジタルコンテンツを自在にあつかう司書になろう

Cyber+Librarian=Cybrarian

今日の図書館司書の業務では、コンピュータを中心とする情

報機器に関する基礎知識と的確な情報処理を遂行するための

実務の習得が不可欠である。

本科目では、図書館業務に必要な基礎的な情報技術を修得す

るために、コンピュータ等の基礎、コンピュータシステム、

データベース、検索エンジン、図書館業務システム、電子資

料等について学習する。授業では、ほぼ毎回授業内容に関す

る課題を行う。数回はグループディスカッションを行う。

図書館制度・経営論 3 ◎ ○

公共図書館の制度と経営の理論

図書館を図書館法と関連する法律や政策によって解説する。

図書館長の役割、職員や施設、予算、サービス計画や評価等

の視点から、図書館経営の基本的なあり方を事例もまじえな

がら解説する。また、管理形態の適正化、コミュニティや

ニーズ等、急速な環境の変化に対応できる図書館経営につい

て解説する。

図書館サービス概論 3 ◎ ○

図書館運営の基礎となる図書館サービスについて、その基本

的な原理・原則、歴史、そして最新のサービス動向を理解す

る。

公立図書館における多様な図書館サービスの状況を紹介する

中から、図書館サービスを支える基本的考え方、図書館サー

ビスの構造、図書館サービスの種類などを学ぶ。また図書館

サービスをより発展させるための現場の工夫などを学ぶ。

情報サービス論 3 ◎ ○

本講義は「情報サービス演習」科目の前提となる知識の取得

を目的とした講義科目である。情報を扱う専門家集団である

図書館における情報サービスの意義を明らかにし、情報サー

ビスの種類や特徴及び情報を扱う人材の役割などを紹介す

る。また情報サービスの中心的なレファレンスサービスにつ

いて、理論、運用方法、情報収集手段としての情報検索技

術、情報サービスの今後の方向性を解説する。

図書館の伝統的な印刷媒体資料とデジタル資料をベースに、

利用者の情報ニーズに応えるのが情報サービスであるため、

情報サービスに使われるこれらの資料群をまず理解する。こ

のためこの科目のベースは、「図書館情報技術論」、「図書

館情報資源概論」となる。また、「情報サービス論」は、図

書館サービスに関する科目「情報サービス演習」の理論を受

け持つという関係になる。

児童サービス論 3 ◎ ○

公共図書館にとって児童サービスは重要な担当業務である。

子どもは、生涯続く図書館利用者だからである。知識を得る

だけでなく、業務の実際を体験しながら、自発的に考え行動

する児童図書館員の育成を考えています。

子どもの図書館にとって、①子どもを知ること、②子どもの

本を知ること、③子どもと本を結びつけること、が重要であ

る。この３点を基軸に、子どもの読書、子どもの図書館、子

どもの本を学習し、子どもの本を紹介する技術の習得を、

ワークショップ形式で学んでいく。

情報サービス演習１ 5 ◎ ○

レファレンスサービスとは何か。図書館員としてのカウンセ

ラーマインドに触れながら、レファレンスコレクションにつ

いての知識、情報検索について、課題事例をもとに回答する

といった演習を行う。また、収集した情報から、文献情報の

読み方、資料の入手方法、利用の仕方を学ぶ。　さらに入手

した資料の情報管理に触れたうえで、引用文献の書き方やマ

ナーを理解する。

最後に情報発信サービスとして、パスファインダーの作成お

よび発表を行う。

情報サービス演習Ⅰは、基礎編としてレファレンスサービス

を主に扱う。
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情報サービス演習２ 5 ◎ ○

問題解決プロセスの流れを通して、情報検索スキル、情報発

信サービスの基礎を学ぶ。具体的には、情報収集方法、デー

タベース各種の使い方、検索方法を演習する。また、調査戦

略では、これまで学んだ検索ツールを用いて課題事例にあた

り、得た解答について学生間で情報共有し、プロセス全体に

ついて相互評価する。

情報の戦略的活用として、情報分析について触れ引用の評価

について理解する。

特定テーマに関する情報検索を行い、文献解題を作成し発表

する。

情報サービス演習Ⅱは、応用編として、情報検索と情報サー

ビスを主に扱う。

図書館情報資源概論 3 ◎ ○

多様化する図書館情報資源を十分に理解し、活用できる、次

世代の図書館員や利用者となるにふさわしい知識を身につけ

る

図書館が取り扱う情報資源について、広く印刷資料・非印刷

資料・電子資料・ネットワーク情報資源に関するそれぞれの

種類とその特質、歴史、生産と流通の観点から知識をあたえ

る。あわせて、図書館業務として情報資源を選択、収集、保

存、管理するために必要な基本的知識と理解を養うために解

説する。

情報資源組織論 3 ◎ ○

図書館の資料は利用しやすいように整理されている。その手

法の変遷を、歴史的・地理的に概説したうえで、現在の日本

の図書館現場の事情を説明する。　具体的には、目録・分

類・件名を体系的に示したうえで、目録では日本目録規則を

歴史的変遷とともに解説し、分類では日本十進分類法を中心

に説明し、件名では基本件名標目標をシソーラス構造ととも

に解説する。　これらの過程では、コンピュータが使われる

のが一般となっている。機械可読目録や書誌ユーティリティ

を用いた共同分担目録作業などのシステムについても触れ

る。

情報資源組織演習１ 5 ◎ ○

「情報資源組織論」で学んだ情報資源の組織化の実際を学

ぶ。多様な例題を用いて情報資源の書誌データ作成を行う。

書誌記述は『日本目録規則(NCR)1987年版改訂3版』を使用

する。分類作業では、『日本十進分類法　新訂9版』

（NDC）を使用して、主題からの検索に対応すべく情報資源

の主題分析及び分類記号付与の実際を演習する。

情報資源組織演習２ 5 ◎ ○

情報資源組織演習１で学んだ記述目録法と主題目録法の内容

を基に発展的な学習をおこなう。書誌的記録作成の実際とし

てデータベースを利用した入力実習を行い、MARCの理解を

深める。また、統制語彙を適用した索引語付与の実際は、

『基本件名標目表（BSH）4版』を用いて件名付与の演習を

行う。さらに、書誌記述の応用として抄録やメタデータ作成

などの実際を演習する。

図書・図書館史 3 ◎ ○

図書および図書館の歴史

多様な形態をとる図書の歴史を世界史的規模で概観し、それ

を収集・整理・保存・提供してきた図書館の歴史を考察す

る。そうして、とりわけ図書および図書館が多数の市民に開

放されていく近代図書館の発達過程を思想的、制度的に検証

する。

図書館情報資源特論 3 ◎ ○

さまざまな学術情報資源について理解するとともに、人文科

学、社会科学、自然科学・技術分野の専門領域に関する学術

情報の構造とその利用及び各領域における資料・情報の特徴

と種類について理解する。

図書館情報資源概論の内容を踏まえ、特に学術領域に関する

情報・資料に関する講義を行う。

学術情報の生産・流通・利用・評価の過程について把握する

とともに、現在の情報ネットワーク環境の変化に伴う学術情

報・資料について講義を行う。そして、学術領域（人文科

学、社会科学、自然科学・技術）の特性を整理したうえで、

各分野における情報・資料の種類と特徴についても言及す

る。

図書館サービス特論 3 ◎ ○

学校図書館における児童生徒及び教職員へのサービスの考え

方や各種サービス活用についての理解を図る。

講義を主体とするが、グループ学習・討論も取り入れる。

図書館総合演習 5 ◎ ○

「大学図書館」、「学校図書館」、「専門図書館」、「障害

者サービス」、「多文化サービス」など、学生の興味にもと

づいたトピックの情報探索、図書館見学、学校図書館のボラ

ンティア活動、討議を通して、図書館に対する視野の広がり

や主体的な学びを獲得させる。
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図書館基礎特論 7 ◎ ○

公共図書館の現状と課題についての発展学習を行う。公共図

書館の現状と課題について、学生に認識を深めさせるため、

3つのテーマから講義・演習を行う。

 3つのテーマとは、公共図書館の理念と職員像、利用者サー

ビス、図書館利用者教育である。

 公共図書館の理念と職員像では、図書館法・図書館の自由に

関する宣言・図書館員の倫理綱領の理解と問題事例を紹介

し、学生間のグループ討議を行う。

 また、利用者サービスでは、児童、問題行動を起こす利用者

に対する対応に関連した事例を紹介し、学生間のグループ討

議を行う。

 そして、図書館利用者教育では、学生に、公共図書館におけ

るパスファインダーの必要性を考えさせた後、パスファイン

ダーの作成に取り組ませる。その際、参考図書、NDCの基礎

を踏まえさせる。

図書館実習 7 ○ ◎

図書館員に必要な資質を養うために、図書館実習に必要な事

前指導・実習・事後指導を行う。事前指導では、学生自身に

なぜ図書館実習を行うのか、実習における自分のテーマを確

認させることで、実習に対する意識を深める。またガイダン

スでは、図書館実習を行ううえで必要な手順やマナーについ

て講義する。学生が実習体験を行った後、事後指導として、

図書館報告、図書館実習事後挨拶、図書館実習記録を通し

て、自身の体験を振り返らせる。

学校経営と学校図書館 3 ◎ ○

学校図書館を理解するうえで必要な基本的内容　１．学校図

書館の理念と教育的意義　２．学校図書館の発展と課題

３．教育行政と学校図書館　４．学校図書館の経営　５．司

書教諭の役割と校内の協力体制，研修　６．学校図書館メ

ディアの選択と管理，提供　７．学校図書館活動　８．図書

館の相互協力とネットワーク　の理解を図る。

学校図書館メディアの構成 3 ◎ ○

　多様な児童生徒に対する学習支援を視座に、情報媒体の特

徴を把握し、図書館メディアの構築（コレクション）を検討

する。次に、メディアへのアクセスのための支援ツールとし

て、パスファインダーの手法を学ぶとともに演習を行う。

　併せて、利用者がメディアにアクセスできるように、一連

の資料組織についての実践方法を理解するとともに演習を行

う。

学習指導と学校図書館 3 ◎ ○

「豊かな学びの中核となる学校図書館」として、司書教諭の

職務を理解し、図書館資料を利用する授業を実践・支援・協

働する司書教諭としての力量をつける。

・講義を中心に進めるが、各教科等における学習指導や子ど

もと本を結ぶための方法などについて考察し、グループ討議

を行う。また、ブックトークなど具体的な活動を体験するこ

とにより、実践力を養う。

読書と豊かな人間性 3 ◎ ○

・読書センターとしての学校図書館の役割を理解し、学校で

の読書活動推進の中心的役割を担う司書教諭としての資質を

身に付ける。

・学校図書館における読書活動について、「学び」と「読

書」を軸にしながら、読書活動の意義と目的について考え

る。その上で、「読書を介しての心の教育」や「発達段階に

応じた読書の指導の在り方」など学校図書館司書教諭として

何ができるか、何をすべきかを共に考える。

情報メディアの活用 3 ◎ ○

情報メディアの意義と活用について論じる。現代社会はテク

ノロジーの進展に伴い、高度情報社会化しつつある。学校教

育においてもコンピュータの活用やインターネットの効果的

利用などが求められており、学校図書館は学習センターとし

ての新たな役割が期待される。司書教諭は、多様なメディア

についての理解を持ち、情報リテラシーを活かした学校図書

館の活用を教科学習に統合することが求められる。　情報リ

テラシーを身につけたメディア専門職を想定し、インター

ネットによる情報検索と情報発信、学校図書館メディアと著

作権の関係にも触れる。

レクリエーション実技 3 ◎ ○

コミュニケーション・ワーク『楽しさ・心地よさを創るレク

リエーションワーク』

レクリエーション実技を理解し、レクリエーション・スポー

ツや集団のゲームなどを体験する。

レクリエーション支援（指導）案を作成し、支援（指導）者

としてのスキルを獲得する。

レクリエーション指導実習 3 ◎ ○

コミュニケーションスキルの向上と楽しく集う場づくり。

学内でのコミュニケーション実習および学外での宿泊を伴う

野外レクリエーション指導実習(2泊3日）

野外でのアクティビティを通して，レクリエーションスキ

ル，特にコミュニケーションスキルを学習する。

宿泊キャンプでの野外炊飯指導やファイヤー指導などを体験

し，レクリエーション活動の指導力を高める。

レクリエーション概論 3 ◎ ○

「する」「見る」「支える」ことを自分のものに

スポーツ・レクリエーションは、現代社会においてどのよう

な価値をもっているのだろうか。乳幼児期から高齢期までの

間、それぞれのステージにおいてどのような関わり方をする

ことになるのだろうか。その実態と管理手法について考察す

る。

宗教教育論 3 ◎ ○
人間形成と宗教，人間の根本問題である宗教教育の在り方を

考える

関
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視聴覚教育メディア論 3 ◎ ○

視聴覚教育について，その歴史的展開や関連する事項（情報

の本質，教授法，著作権など）を学び，実際に視聴覚教材を

作成することで教育や博物館等の社会教育施設での実践に活

かす方途を考える。

視聴覚教育の発展は、博物館や美術館を含む，広い領野にお

ける「教育」に多大な影響を及ぼしてきた。情報機器（伝達

手段＝メディア）の進展は、そうした影響をさらに大きくし

ている。しかし、その一方で、「視聴覚教育とは何か？」と

いう問題が複雑化したことも事実である。本講義では、視聴

覚教育の歴史的展開を、技術史と併せて紹介することを通じ

て、視聴覚教育のあり方や本質について学ぶ。

仏教音楽教育論 1 ◎ 音楽の流れを宗教を通して学ぶ。

中等教科教育法社会・地理歴史1 3

前半では、社会科教育・高等学校地理歴史科の本質と学習指

導要領の性格について理解を深める。

後半では、学習指導要領地理歴史科の「内容」「内容の取扱

い」や地理歴史科の学問的背景となる領域に基づき、教材研

究を行う。

中等教科教育法社会・地理歴史2 4

「中等教科教育法地理歴史１」の学習内容に基づき、　前半

では、学習指導要領地理歴史科の「内容」「内容の取扱い」

に基づき、授業設計と学習指導案の作成を行う。

後半では、模擬授業実施と授業省察を通し、社会科教育の本

質と学習指導要領における高等学校地理歴史科の性格につい

てさらに理解を深める。

中等教科教育法社会・公民1 3

前半では、社会科教育・高等学校公民科の本質と学習指導要

領の性格について理解を深める。

後半では、学習指導要領公民科の「内容」「内容の取扱い」

や公民科の学問的背景となる領域に基づき、教材研究を行

う。

中等教科教育法社会・公民2 4

「中等教科教育法公民１」の学習内容に基づき、

前半では、学習指導要領地理歴史科の「内容」「内容の取扱

い」に基づき、授業設計と学習指導案の作成を行う。

後半では、模擬授業実施と授業省察を通し、社会科教育の本

質と学習指導要領における高等学校地理歴史科の性格につい

てさらに理解を深める。

中等教科教育法国語1 3

前半では、中学・高等学校国語科の概論として、その意義、

歴史的展開、目標・内容・全体構造などについて学習指導要

領を中心に理解を深める。後半では、それぞれの領域や事項

の指導の目標・内容・指導の方法や留意点、教材について学

んでいく。

中等教科教育法国語2 4

前半では、授業実践のために必要となる指導技術、授業づく

りの方法などについて理解を深める。

後半では、実際に授業設計と学習指導案の作成・模擬授業と

授業省察を通し、中学・高等学校国語科授業者として求めら

れる授業実践力を身に付ける。

中等教科教育法国語3 3

中学校国語科の背景となる関連諸学問や領域（文学研究、日

本語学、書道、コミュニケーション学など）との関連の理解

に基づき、授業実践につながる教材分析の在り方について理

解を深める。

中等教科教育法国語4 4

「中等教科教育法国語２」の学習内容を発展させるものであ

る。前半では、新学習指導要領国語科の「内容」「内容の取

扱い」に基づき、授業設計と学習指導案の作成を行う。

後半では、模擬授業実施と授業省察を通し、国語教育の本質

と新学習指導要領における中学校国語科の性格についてさら

に理解を深める。

中等教科教育法書道1 3

前半では、書道教育・高等学校芸術科「書道」の本質と学習

指導要領の性格について理解を深める。

後半では、学習指導要領芸術科「書道」の「性格」「目標」

「内容」や書道教育の学問的背景となる領域に基づき、教材

研究を行う。

中等教科教育法書道2 4

「中等教科教育法書道１」の学習内容に基づき、前半では、

学習指導要領芸術科「書道」の「性格」「目標」「内容」に

基づき、授業設計と学習指導案の作成を行う。

後半では、模擬授業実施と授業省察を通し、書道教育の本質

と学習指導要領における高等学校芸術科「書道」の性格につ

いてさらに理解を深める。

中等教科教育法英語1 3

英語教育の目的、現状、指導事例の紹介といった講義を中心

に、中学校・高等学校英語科教員としての資質の基礎を養成

する。

また、講義だけではなく、学んだ指導方法等をもとにして効

果的な授業のあり方を考え、それを模擬授業という形で実践

へとつなげていく。

現在では目標言語である英語を使って授業をすることが求め

られており、英語力と指導力の融合もはかりたい。

関
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中等教科教育法英語2 4

「中等教科教育法英語１」での模擬授業を踏まえ、実践から

理論（英語教育の目的、学習指導要領、第二言語習得論、5

技能の指導理論）の理解へとつなげる。また、英語を使った

授業展開に必要な英語表現や、文法指導の基礎となる英文法

知識についても確認する。このように、この授業では理論と

英語力という二つの側面から、中学校・高等学校英語科教員

としての資質を養成する。

なお、英語科教員に要求されているCEFR B2レベルの総合的

な英語力の習得を目指すためにも、TOEIC 500点以上のスコ

アをレベルに応じて評価に加える。

中等教科教育法英語3 3

【中学校英語科：発展】

「中等教科教育法１・２」で学んだことに基づき、学習指導

要領、教科用図書、目標設定・指導計画について理解を深め

た上で、中学校・英語科および小学校高学年・英語科におけ

る授業実践を中心に展開し、授業実践力と省察力を養成す

る。多くの模擬授業を経験することで、授業力を身につけて

もらいたい。

中等教科教育法英語4 4

「中等教科教育法英語３」での模擬授業に続き、各受講生の

授業実践を振り返り、学習指導要領、第二言語習得論、英語

教授法理論といった理論的側面から検討しなおすことで、さ

らに学習効果の高い授業実践ができるようになることを目指

す。

また、5技能の指導のみならず、音声指導、異文化理解から

のアプローチ、ICTの活用、生徒の特性・習熟度への対応に

ついても検討する。

中等教科教育法中国語1 3

【中学・高等学校中国語：基礎】

前半では、外国語教育、中学・高等学校外国語（中国語）の

本質と学習指導要領の性格について理解を深める。

後半では、文法事項を中心に授業実践で必要となる指導法に

ついて授業を展開する。

中等教科教育法中国語2 4

【中学・高等学校中国語：基礎】

「中等教科教育法中国語１」の学習内容に続き、　前半で

は、授業実践で必要となる指導法について授業を展開する。

　後半では、「中等教科教育法中国語１.２」で学習した指導

法を活用し模擬授業をおこなう。

中等教科教育法中国語3 3

【中学校中国語：発展】

中学校外国語（中国語）の授業において授業内容を更に発展

させることを念頭に置いて、近現代中国における言語改革の

歴史を中心に教材研究を行う。

中等教科教育法中国語4 4

【中学校中国語：発展】

中学校外国語（中国語）の授業において授業内容を更に発展

させることを念頭に置いて、特に中国語教育の歴史を理解す

ることに重点を置き授業展開する。

中等教科教育法宗教1 3

前半では、宗教教育の本質と学習指導要領の性格について理

解を深める。

後半では、宗教教育の本質や宗教教育の学問的背景となる領

域に基づき、教材研究を行う。

中等教科教育法宗教2 4

「中等教科教育法宗教１」の学習内容に続き、

前半では、宗教教育の本質と学習指導要領の性格に基づき、

授業設計と学習指導案の作成を行う。

後半では、模擬授業実施と授業省察を通し、宗教教育の本質

と学習指導要領の性格についてさらに理解を深める。

中等教科教育法宗教3 3

前半では、宗教教育の本質と新学習指導要領の性格について

理解を深める。

後半では、宗教教育の本質や宗教教育の学問的背景となる領

域に基づき、教材研究を行う。

中等教科教育法宗教4 4

「中等教科教育法宗教３」の学習内容に続き、　前半では、

宗教教育の本質と新学習指導要領の性格に基づき、授業設計

と学習指導案の作成を行う。

後半では、模擬授業実施と授業省察を通し、宗教教育の本質

と新学習指導要領の性格についてさらに理解を深める。

中等教科教育法情報1 3

高等学校共通教科情報科では、情報社会を主体的に生きるた

めに必要な情報活用能力（情報活用の実践力、情報の科学的

な理解、情報社会に参画する態度）の育成が求められてい

る。この授業では、情報科の意義、教育目標と内容、授業設

計と授業計画、学習指導案の作成などについて学ぶ。主に、

「社会と情報」に関する分野の学習内容について学習指導案

を作成することにより、具体的な授業方法についても学ぶと

もに、情報科教員として必要な知識・技能および実践的な能

力を身につける。なお、高等学校の次期学習指導要領の共通

教科情報科（情報I）の内容を含めた授業を行う。また、講義

や演習形式の授業が主となるが、学習指導案の作成では、グ

ループ学習、協働学習形式の授業であり、「主体的・対話的

で深い学び」の視点からの授業となるように留意する。
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中等教科教育法情報2 4

高等学校共通教科情報科では、情報社会を主体的に生きるた

めに必要な情報活用能力（情報活用の実践力、情報の科学的

な理解、情報社会に参画する態度）の育成が求められてい

る。また、専門教科「情報」では、情報に関する幅広い知識

や技能を有した技術者の育成が必要となっている。この授業

では、教育目標と内容、授業設計と授業計画、学習指導案の

作成などについて学ぶ。主に、「情報の科学」に関する分野

の学習内容について学習指導案を作成し、具体的な授業方法

についても学ぶともに、情報科教員として必要な知識・技能

および実践的な能力を身につける。なお、高等学校の次期学

習指導要領の共通教科情報科（情報I、情報II）の内容を含め

た授業を行う。また、講義や演習形式の授業が主となるが、

学習指導案の作成では、グループ学習、協働学習形式の授業

であり、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業と

なるように留意する。

中等教科教育法福祉1 3

前半では、福祉教育・高等学校福祉科の本質と学習指導要領

の性格について理解を深める。

後半では、学習指導要領福祉科の「内容」「内容の取扱い」

や、教材研究、指導案の作成、模擬授業を行う。

中等教科教育法福祉2 4

「中等教科教育法福祉１」の学習内容に基づき、前半では、

学習指導要領福祉科の「内容」「内容の取扱い」に基づき、

授業設計と学習指導案の作成を行う。

後半では、模擬授業実施と授業省察を通し、福祉教育の本質

と学習指導要領における高等学校福祉科の性格についてさら

に理解を深める。

介護等体験指導 3

義務教育段階の教員免許取得希望者には、「介護等体験」が

法的に義務付けられている。そこでこの科目では，最初に介

護等体験の意義や内容、そして教職に求められる資質や能力

などとの関係について知り，続いて特別支援学校での体験に

ついて，さらに社会福祉諸施設での体験について

検討する。

（１）介護等体験とはなにか

（２）特別支援学校での体験について

（３）福祉施設での体験について

３人の教員によりリレー方式で講義を行う。

介護等体験 3
事前指導をふまえ、介護等体験に取り組む。

その後、成果について事後指導で確認する。
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